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９
月
１
日
は
『
防
災
の
日
』

　

熊
野
町
で
は
今
年
度
か
ら
、
７
月
６
日
を

『
熊
野
町
防
災
の
日
』
と
し
て
、
防
災
パ
ネ
ル

展
示
な
ど
の
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
が
、
９
月

１
日
は
、
国
が
定
め
る
『
防
災
の
日
』
で
す
。

ま
た
９
月
１
日
を
含
む
一
週
間
は
、
防
災
週
間

と
し
て
、
地
震
や
台
風
、
土
砂
災
害
な
ど
様
々

な
災
害
に
備
え
、
訓
練
や
知
識
の
習
得
な
ど
を

推
進
し
て
い
ま
す
。

　

９
月
１
日
は
、
１
９
２
３
年
に
関
東
大
震
災

が
発
生
し
た
日
で
あ
り
、
ま
た
、
９
月
は
１
９

４
５
年
の
枕
崎
台
風
や
、
１
９
５
９
年
の
伊
勢

湾
台
風
な
ど
、
大
き
な
被
害
を
受
け
た
台
風
が

襲
来
し
た
月
で
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
台
風
シ
ー
ズ
ン
や
、
突
然
の
地

震
に
備
え
て
、
い
ま
一
度
、
備
蓄
品
や
避
難
場

所
・
避
難
経
路
な
ど
の
確
認
を
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

地
震
・
台
風
対
策
に
備
え
て

家
や
身
の
回
り
の
再
確
認

　

思
わ
ぬ
災
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
、
家
や
身

の
回
り
を
整
理
し
ま
し
ょ
う
。

　

大
規
模
地
震
発
生
時
に
は
、
家
具
の
下
敷
き

に
な
っ
て
怪
我
を
し
た
り
、
亡
く
な
る
ケ
ー
ス

が
相
次
ぎ
ま
し
た
。

　

い
つ
起
き
る
か
分
か
ら
な
い
地
震
に
備
え

て
、
家
具
の
固
定
を
し
ま
し
ょ
う
。
あ
わ
せ
て

家
具
が
倒
れ
た
先
に
寝
具
な
ど
を
置
か
な
い
、

と
い
っ
た
工
夫
を
す
る
こ
と
も
有
効
で
す
。

　

台
風
対
策
と
し
て
は
、
家
の
周
り
を
整
理
整

頓
し
、
風
の
影
響
を
受
け
る
も
の
を
家
の
外
に

置
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
自
身
だ
け
で
な

く
、
周
囲
に
被
害
が
及
ぶ
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

避
難
場
所
は
？
危
険
な
場
所
は
？

避
難
経
路
の
再
確
認

　

い
ざ
と
い
う
と
き
に
あ
わ
て
ず
避
難
す
る
た

め
に
、
危
険
な
場
所
や
避
難
場
所
の
確
認
を
し

ま
し
ょ
う
。

　

ま
ず
、
自
身
が
お
住
ま
い
の
地
区
の
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
台
風
の
場
合

は
大
雨
を
伴
う
こ
と
が
あ
る
た
め
、
土
砂
災
害

警
戒
区
域
や
、
浸
水
想
定
区
域
な
ど
に
注
意
し

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
台
風
の
通
過
中
は
避
難
が

困
難
な
た
め
、
早
め
の
避
難
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

避
難
経
路
に
つ
い
て
も
、
注
意
が
必
要
で

す
。
地
震
発
生
時
に
は
そ
の
後
の
余
震
も
含

め
、
避
難
経
路
上
の
建
物
や
ブ
ロ
ッ
ク
塀
、
自

動
販
売
機
な
ど
の
構
造
物
の
転
倒
・
崩
落
に
よ

り
、
下
敷
き
に
な
る
恐
れ

が
あ
り
ま
す
。
地
震
発
生

時
に
は
、
周
囲
の
状
況
に

十
分
注
意
し
な
が
ら
、
学

校
の
グ
ラ
ン
ド
な
ど
の
広

場
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

家
族
で
話
そ
う
！

も
し
も
の
時
の
こ
と
・
安
否
の
確
認
方
法

　

家
族
同
士
が
離
れ
た
場
所
で
被
災
し
た
場
合
な
ど
に
備
え
、

事
前
に
話
し
合
い
、
避
難
場
所
や
安
否
の
確
認
方
法
な
ど
を

確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

■問危機管理課
☎820－５６３１

STEP1

STEP2
STEP4 ▲ 家具の固定は、Ｌ

字金具で固定する
方法が一般的です。

▼ 庭にある植木鉢な
どは、家の中に収
めましょう。

×

▲ ハザードマップは、
熊野町役場で配布
しています。

もしもの備え、出来ていますか？

わが家の防災再点検！
手軽にできる！

防災訓練

備蓄品の確認

避
難
生
活
に
備
え
よ
う
！

家
庭
の
備
蓄
と
ロ
ー
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
ク

　

災
害
が
発
生
し
た
場
合
、
電
気
や
水
道
な
ど
の
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
が
復
旧
す
る
ま
で
、
約
１
週
間
程
度
が
見
込

ま
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
の
７
月
豪
雨
の
際
に
も

発
生
し
た
よ
う
に
、
物
流
の
停
止
に
よ
り
、
食
料
が
満

足
に
調
達
で
き
な
く
な
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
こ
う

し
た
事
態
に
備
え
て
、
最
低
３
日
〜
１
週
間
程
度
の
食

料
の
備
蓄
が
必
要
で
す
。

STEP3家庭での備蓄の例

使ってみよう！災害用伝言ダイヤル『171』

食料品

●飲料水
　（１人１日３ℓ）
●食料品
　（１日３食分）
・カップ麺
・栄養補助食品
・レトルト食品
 など
●その他
・チョコレート
・野菜ジュース
 など

家族の人数分

× ×
最低３日
～

１週間分

●ローリングストックとは、日頃から食料などを多
めに買い置きし、期限の近いものから消費していき、
使った分だけ買い足すことで、常に家に食料がある状
態を保つ備蓄方法です。
　普段の買い物の範囲で実践でき、身近なものを備え
ることができるのがメリットです。
●非常用持ち出し袋とあわせて、１週間分の備蓄をし
ておきましょう。

●概要●
　発災直後の電話がつながりにくい状況で、速やかに安否確認を行う
ためのサービスです。
●利用方法●
　「171」をダイヤルし、音声案内に従って、伝言の録音・再生を行い
ます。
●体験利用をしてみましょう●
　本サービスは、下記の期間において体験利用ができます。
　もしもの時のために、事前に利用して使い方を確認しておきましょう。
≪体験利用日≫
・防災週間（８月30日9：00～９月５日17：00）
・毎月１日と15日（0：00～24：00）
・防災とボランティア週間（１月15日9：00～１月21日17：00）
・正月三が日（１月１日0：00～１月３日24：00）

手軽にできる！ “ローリングストック”を実践しよう

買い足す 使う

備える

※広報９月号の表紙を参考に非常持ち出し袋を準備してみましょう

非常持ち出し品の例
上着・下着 タオル

常備薬・お薬手帳 軍手・ポリ袋
ウエットティッシュ 貴重品
通帳・印鑑 現金
懐中電灯 携帯ラジオ
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とき９月23日（月・祝）
10：00～17：00
※少雨決行ですが、雨天の場合は会場を
変更する可能性があります。

　『筆まつり』は、昭和10年から日本三筆のひとり嵯峨天皇をし
のぶとともに、筆づくりの先駆者に感謝を込め、筆産業の発展
と筆文化の継承を祈り、毎年盛大に行われ、多くの人に楽しん
で頂けるイベント満載です。皆さんお誘いあわせのうえ、ぜひ
お越しください。
■問筆まつり実行委員会事務局（熊野町商工会内）☎854－０２１６
筆まつり実行委員会は、熊野の伝統ある地域コミュニティ事業
として、「筆まつり」の100回大会開催に向け、活動しています。

榊山神社内　伝統ゾーン
●筆供養　－終日実施－
筆の都・熊野町で産声をあげた
筆は全国へ広がり、その役割を
終えた筆は熊野町へ再び帰り、
筆塚で供養されます。使われな
くなった筆をご持参ください。
●大作席書
熊野高校書道部‥11：30頃から　　メインゲスト‥14：00頃から
熊野高校書道部による５m×６mの特殊布への揮毫と、メインゲ
スト室井玄聳先生（一般財団法人　毎日書道会理事、公益社団法
人　創玄書道会理事長）による約20畳分の特殊布へのシンボル作
品揮毫を行います。
●一万本の筆通り、筆の市　－終日実施－
神社参道の両側に吊り下げられた一万本の筆通りと、熊野町を代
表するメーカー約30社が毛筆、化粧筆、画筆、日本画筆などあら
ゆる筆を、年に一度の特別価格にてご奉仕します。
●ハンズクラフト　－終日実施－
「筆」熊野筆伝統工芸士による実演と小筆の仕上げ体験があります。
「硯」山口県宇部市（楠町）・赤間硯の硯彫体験と販売
「紙」浜田市三隅町　重要無形文化財「石州半紙」・石州和紙の紙
すき体験と販売
●競書大会
受付‥10：00から　■￥500円　自由参加の小中学生が掛け軸に挑
戦！もちろん大人も参加自由です。
●彼岸船、筆おどり
筆まつり会場をめざして、彼岸船が町内を練り歩きます。会場に
到着した後、船を中心として筆踊りを踊ります。到着：14：45頃
※巡航予定はパンフレットに掲載

熊野中学校内
コミュニティゾーン
●屋台村　－終日実施－
まつりを楽しんでお腹もぺこぺ
こ！そんなあなたの食欲を、屋台
村が満足させます。
●ふれあいステージ　－終日実施－
町内外の様々な団体によるステー
ジです。皆さんも大いに楽しんで
ください。熊野町出身デュオの
Mebius出演予定です。
●その他
書家詩人　坂口赤道氏、手紙家
「くま」さん、いのちの伝達人「直」
さん来場。

会場周辺
●筆の里工房
●野外ギャラリー
●坊田かずま遺品展
●筆の駅
●まちの駅（筆の一休）
●全国書画展覧会

筆まつり前夜祭
神楽や銭太鼓などの催し物が行われます。また、参道では、灯篭の灯りが飾られて、境内まで道案内して
います。
■時９月22日（日）18：00～　■所榊山神社境内　■￥無料　※前夜祭は駐車場がありません。

●シャトルバスのご利用について
　まつり当日は大幅な交通規制が行われます。マイカーでの会場乗り入れはできません。駐車場は熊野東
中学校のグラウンド・深原地区公園の一般駐車場をご利用ください。シャトルバスが会場まで送迎します。
　なお、筆の里工房は駐車場ではありませんので、ご注意ください。
●交通規制のご案内
■時９月23日（月・祝）　7：00～18：00　■所華祥苑～五大洲
一般車両は通り抜けできません。※交通規制等により一部地域の皆さまには、大変ご迷惑をおかけします
が、筆まつり開催にご理解とご協力をお願いします。時間の変更等ございました際にはご了承ください。

第85回

９ 23
筆まつり

幼児教育にかかる保育料を無償化します
令和元年10月１日から子育て世帯の負担を軽減するため、幼児教育の無償化を実施します。
無償化の対象

（1）保育園、認定こども園（保育園部分）に在籍しており、下記に該当する園児
　・３歳児～５歳児の園児（３歳児とは平成27年４月２日～平成28年４月１日までに生まれた人のことです。）
　・０～２歳児で住民税非課税世帯の園児
（2）幼稚園、認定こども園（幼稚園部分）
　・在園児　※就園奨励費が支給されている幼稚園は、月額25,700円を上限に無償化します。
（3）認可外保育施設、一時預かり事業、病児保育事業、ファミリーサポートセンター事業
　  保育の必要性があるとの認定を受け、保育園や認定こども園を利用できない子どもの利用料は、３歳児
～５歳児は最大月額37,000円、０～２歳児で住民税非課税世帯は最大月額42,000円まで無償化します。
無償化の対象外
次のものについては、引き続き保護者の皆さまに負担していただきます。
○これまで保育料に含まれていた副食費（おかず代・おやつ代等）
○保育料とは別に園に支払っていた費用（給食費、延長保育料、行事代等の実費徴収分）

幼稚園、認定こども園（幼稚園部分）の預かり保育
保育の必要性があると認定をうけた園児のみ、次のとおり利用料を無償化します。
○３歳児～５歳児：最大月額11,300円まで無償化します。
○満３歳児（住民税非課税世帯のみ）‥最大月額16,300円まで無償化します。
（満３歳児とは年度途中で３歳になり、幼稚園等に途中入園した園児のことです。）
※住民税が課税されている世帯に属する満３歳児は対象外です。
 ■問子育て・健康推進課　☎820－５６３７

【保育園児で3歳児～5歳児クラスの場合】
これまで 10月以降

副 食 費 副 食 費
実 費 徴 収 分 実 費 徴 収 分

無 償 化人 件 費 等 の 一 部保育料

保護者負担

保
護
者
負
担

　現在、熊野町では三重県熊野市との友好都市協定の締結に向けて協議を行っています。
協定締結の目的
　日本には「熊野」という地名は多くありますが、地方公共団体の名称
となっているのは「熊野市」と本町だけです。この両市町が、産業、観
光、文化・スポーツ、防災など様々な分野で協力し、地域課題の解消や
住民間の相互交流などを行うことが目的です。
熊野地方と本町の関わり
　農閑期に三重県熊野市を含む吉野・紀州方面に出稼ぎに行き、帰路、
筆や墨を買い付け、行商を行っていました。この実績から、広島藩が工
芸を推奨し、有馬の職人などから技術を習得して、江戸時代後期以降、
筆づくりが盛んになりました。
熊野市と本町のこれまでの交流
　平成30年３月　熊野町長が熊野市長を表敬訪問
　　　　　４月　熊野市長来町
　　　　　７月　西日本豪雨災害時に熊野市から物資・人的援助を受ける
　　　　　９月　熊野市長および熊野市議会議長が筆まつりに参加
　平成31年３月　100周年記念式典に熊野市長参列

これから、12月号まで、熊野市に関する情報を掲載していきます。次回は、熊野市の概要などをご紹介します。

三重県熊野市との友好都市協定締結に向けて

熊野市

三
重
県

奈
良
県和

歌
山
県

大
阪
府
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退
職
（
失
業
）
時
に
は
、
国

民
年
金
の
届
出
が
必
要
で
す

　

20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
人

は
、
国
民
年
金
に
加
入
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
た
め
、会
社
を
退
職
さ

れ
た
場
合
に
は
、第
２
号
被
保
険

者（
厚
生
年
金
）か
ら
第
１
号
被

保
険
者（
国
民
年
金
）へ
の
変
更

の
届
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
第
３
号
被
保
険
者

（
第
２
号
被
保
険
者
に
扶
養
さ

れ
て
い
る
配
偶
者
）
で
あ
っ
た

人
に
つ
い
て
も
、
第
３
号
被
保

険
者
か
ら
第
１
号
被
保
険
者
へ

の
変
更
の
届
出
が
必
要
で
す
。

▽
届
出
先
‥
住
民
課
ま
た
は
年

金
事
務
所

▽
持
参
物
‥
年
金
手
帳
、
印
鑑

▽
令
和
元
年
度
の
保
険
料
額

定
額
月
額
／
１
６
，
４
１
０
円

■問
広
島
南
年
金
事
務
所
☎
253
‐

７
７
１
０
、
住
民
課
保
険
年
金

グ
ル
ー
プ
☎
820
‐
５
６
０
４

退
職
（
失
業
）
時
に
は
特
例

免
除
制
度
が
あ
り
ま
す

　

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困

難
な
場
合
に
は
、
申
請
に
よ
っ

て
保
険
料
の
納
付
が
免
除
さ
れ

広
島
県
思
い
や
り
駐
車
場

利
用
証
の
交
付
に
つ
い
て

　

広
島
県
で
は
、
県
内
の
公
共

施
設
や
商
業
施
設
な
ど
に
設
置

さ
れ
た
身
体
障
害
者
等
用
駐
車

場
（
車
い
す
マ
ー
ク
が
あ
る
駐

車
場
）
を
適
正
に
利
用
し
て
い

た
だ
く
た
め
、
障
害
の
あ
る
人

な
ど
歩
行
困
難
な
人
に
利
用
証

を
交
付
し
て
い
ま
す
。

■対
身
体
障
害
者
（
区
分
、
等
級

に
よ
り
制
限
が
あ
り
ま
す
。）

知
的
障
害
者（
Ⓐ
・
Ａ
）、精
神
障

害
者（
１
級
）、難
病
患
者
、高
齢

者（
要
介
護
度
１
以
上
）、妊
産

婦
・
け
が
人
な
ど
で
歩
行
が
困

難
な
人

■申
民
生
課
の
ほ
か
、広
島
県
地
域

福
祉
課
、各
厚
生
環
境
事
務
所
、

各
市
町
の
窓
口
で
の
受
付・交
付

を
行
い
ま
す
。（
手
数
料
は
無
料
）

■持
障
害
者
手
帳
な
ど
の
証
明
書
類

■問
広
島
県
地
域
福
祉
課
☎
513
‐

３
１
４
４
、

223
‐
３
５
７
２

民
生
課
☎
820
‐
５
６
３
５

855

‐
０
１
５
５

成
年
後
見
制
度
に
つ
い
て

「
〜
診
断
書
書
式
の
改
定
と

本
人
情
報
シ
ー
ト
の
導
入
〜
」

　

成
年
後
見
制
度
と
は
、
認
知

症
、
知
的
障
害
な
ど
の
理
由
で

判
断
能
力
が
十
分
で
は
な
い
人

に
つ
い
て
、
権
利
を
守
る
援
助

者
（
後
見
人
等
）
を
選
び
、
法

律
的
に
支
援
す
る
制
度
で
す
。

　

平
成
31
年
4
月
か
ら
次
の
通

り
運
用
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

○
診
断
書
書
式
の
改
定

　

財
産
管
理
能
力
の
確
認
に
偏

り
す
ぎ
て
い
た
判
断
能
力
に
つ

い
て
の
診
断
書
の
記
載
を
よ
り

的
確
な
表
現
に
す
る
と
と
も

に
、
判
定
の
根
拠
を
具
体
的
に

記
載
す
る
欄
を
設
け
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
判
断
能
力
の
程

度
を
一
層
的
確
に
確
認
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

○
本
人
情
報
シ
ー
ト
の
導
入

　

本
人
の
日
常
生
活
に
お
い
て

で
き
る
こ
と
や
支
援
が
必
要
な

こ
と
な
ど
を
記
載
す
る
「
本
人

情
報
シ
ー
ト
」
が
導
入
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
シ
ー
ト
は
、
手
続

き
の
様
々
な
場
面
で
資
料
と
し

て
活
用
さ
れ
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
裁
判
所
ウ
ェ
ブ

▽
協
力
機
関

　

こ
の
フ
ァ
イ
ル
の
提
示
に
ご

協
力
い
た
だ
け
る
機
関
に
は
、

左
の
シ
ー
ル
が
入
口
な
ど
に

貼
っ
て
あ
り
ま
す
。

■問
民
生
課
☎
820
‐
５
６
３
５

就
学
前
障
害
児
の
発
達
支
援

の
無
償
化
に
つ
い
て
ご
案
内

　

10
月
か
ら
就
学
前
障
害
児
の

発
達
支
援
の
無
償
化
が
始
ま
り

ま
す
。

る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

通
常
の
免
除
申
請
で
は
、
申

請
者
本
人
、
配
偶
者
、
世
帯
主

の
前
年
所
得
が
審
査
の
対
象
と

な
り
ま
す
が
、「
特
例
免
除
制

度
」
で
は
、
退
職
（
失
業
）
さ

れ
た
人
の
所
得
は
、
審
査
対
象

か
ら
除
外
さ
れ
ま
す
の
で
、
免

除
が
受
け
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、免
除
制
度
を
利
用
す
る

と
、①
免
除
さ
れ
た
期
間
は
老
齢

基
礎
年
金・
老
齢
厚
生
年
金
の
受

給
資
格
期
間
の
10
年
に
算
入
さ
れ

ま
す
。②
免
除
さ
れ
た
期
間
は
老

齢
基
礎
年
金
の
二
分
の
一
の
年
金

額
が
保
障
さ
れ
ま
す
。③
万
一
、障

害
や
死
亡
と
い
っ
た
不
慮
の
事
故

が
発
生
し
た
と
き
に
は
、障
害
基

礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
を
受

け
取
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
の
受

給
資
格
期
間
に
算
入
さ
れ
ま
す
。

▽
届
出
先
‥
住
民
課
ま
た
は
年

金
事
務
所

▽
持
参
物
‥
年
金
手
帳
、
雇
用

保
険
受
給
資
格
者
証
の
写
し
や

雇
用
保
険
被
保
険
者
資
格
喪
失

確
認
通
知
書
な
ど
、
失
業
し
て

い
る
こ
と
を
確
認
で
き
る
公
的

機
関
の
証
明
の
写
し

■問
広
島
南
年
金
事
務
所
☎
253
‐

７
７
１
０
、
住
民
課
保
険
年
金

グ
ル
ー
プ
☎
820
‐
５
６
０
４

「
サ
ポ
ー
ト
フ
ァ
イ
ル
」
の

配
付
に
つ
い
て

　

障
害
の
あ
る
お
子
さ
ん
の
保

護
者
が
、お
子
さ
ん
の
日
々
の
様

子
や
病
院
、学
校
、福
祉
施
設
な

ど
で
受
け
た
支
援
内
容
を「
記

録・保
管
」し
、関
係
機
関
に
説
明

す
る
際
に
活
用
す
る「
サ
ポ
ー
ト

フ
ァ
イ
ル
」を
配
付
し
て
い
ま
す
。

　
「
サ
ポ
ー
ト
フ
ァ
イ
ル
」は
、お

子
さ
ん
が
乳
幼
児
か
ら
成
人
す

る
ま
で
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
を

通
し
て
、成
長
過
程
や
支
援
内
容

を
記
録
す
る
も
の
で
、関
係
機
関

に
同
じ
説
明
を
繰
り
返
し
て
行

わ
な
く
て
も
、フ
ァ
イ
ル
の
提
示

に
よ
り
正
確
な
情
報
を
伝
達
し
、

一
貫
し
た
支
援
を
受
け
ら
れ
る

よ
う
に
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

▽
記
入
で
き
る
内
容

・
生
育
歴
な
ど
支
援
の
基
本
と

な
る
情
報

・
睡
眠
、
食
事
な
ど
支
援
の
際
の

各
時
期
の
特
性
を
考
慮
し
た
情
報

・
ア
レ
ル
ギ
ー
な
ど
緊
急
時
の

対
応
に
必
要
な
情
報　
　

な
ど

■対
知
的
障
害・発
達
障
害
な
ど
が
あ

り
支
援
が
必
要
な
人
の
保
護
者（
療

育
手
帳
の
有
無
は
問
い
ま
せ
ん
）

■￥
無
料

▽
配
付
場
所
‥
民
生
課

サ
イ
ト
内
の
「
後
見
ポ
ー
タ

ル
サ
イ
ト
」（http://w

w
w
.

courts.go.jp/koukenp/

）
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

■問
高
齢
者
支
援
課
☎
820
‐
５
６

０
５

発
達
障
害
福
祉
月
間

 

図
書
館
特
別
展
示

〜「
発
達
障
害
」っ
て
な
ん
だ
ろ
う
？
〜

　

毎
年
9
月
は
、
発
達
障
害
福

祉
月
間
で
す
。

　

発
達
障
害
と
は
、
広
汎
性
発

達
障
害
（
自
閉
症
な
ど
）、
学

習
障
害
、
注
意
欠
陥
多
動
性
障

害
な
ど
、
脳
機
能
の
発
達
に
関

係
す
る
障
害
で
す
。
発
達
障
害

の
あ
る
子
ど
も
は
、
他
人
と
の

関
係
づ
く
り
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
が
と
て
も
苦
手
で

す
が
、
優
れ
た
能
力
が
発
揮
さ

れ
て
い
る
場
合
も
あ
り
、
周
り

か
ら
見
て
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
な
様

子
が
理
解
さ
れ
に
く
い
障
害
で

す
。

　

発
達
障
害
の
人
た
ち
が
個
々

の
能
力
を
伸
ば
し
、
社
会
の
中

で
自
立
し
て
い
く
た
め
に
は
、

子
ど
も
の
う
ち
か
ら
の
「
気
づ

き
」
と
「
適
切
な
サ
ポ
ー
ト
」、

そ
し
て
、
発
達
障
害
に
対
す
る

▽
対
象
と
な
る
サ
ー
ビ
ス

・
児
童
発
達
支
援

・
医
療
型
児
童
発
達
支
援

・
居
宅
訪
問
型
児
童
発
達
支
援

・
保
育
所
等
訪
問
支
援

・
福
祉
型
障
害
児
入
所
施
設

・
医
療
型
障
害
児
入
所
施
設

▽
対
象
と
な
る
期
間

　

満
三
歳
に
な
っ
て
初
め
て
の

４
月
１
日
か
ら
３
年
間
で
す
。

※
利
用
者
負
担
以
外
の
費
用

（
医
療
費
や
、
食
費
等
の
現
在

実
費
で
負
担
し
て
い
る
も
の
）

は
引
き
続
き
支
払
い
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。

※
幼
稚
園
、保
育
園
、認
定
こ
ど

も
園
な
ど
、上
記
サ
ー
ビ
ス
の
両

方
を
利
用
す
る
場
合
は
、両
方
と

も
無
償
化
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

■問
民
生
課
☎
820
‐
５
６
３
５

私
た
ち
一
人
一
人
の
理
解
が
必

要
で
す
。

　

こ
れ
に
関
連
し
て
、
９
月
３

日
㈫
か
ら
９
月
27
日
㈮
ま
で
の

間
、
町
立
図
書
館
に
お
い
て
発

達
障
害
に
関
す
る
特
別
展
示
を

行
い
ま
す
。
発
達
障
害
に
関
す

る
理
解
を
深
め
る
た
め
の
パ
ネ

ル
展
示
や
関
連
図
書
の
紹
介
の

ほ
か
、
町
内
の
障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
事
業
所
の
紹
介
コ
ー
ナ
ー

も
設
け
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
次
の
日
時
に
発
達
障

害
に
関
す
る
相
談
を
受
け
付
け

ま
す
の
で
、
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

■問
民
生
課
☎
820
‐
５
６
３
５

平
成
31
年
度
障
害
者
合
同

面
接
会
の
開
催
に
つ
い
て

　

障
害
者
雇
用
へ
の
理
解
と
認

識
を
深
め
る
と
と
も
に
障
害
者

の
雇
用
機
会
を
確
保
し
、
障
害

の
あ
る
求
職
者
が
よ
り
多
く
の

企
業
と
出
会
う
場
と
し
て
、
障

害
者
合
同
面
接
会
を
開
催
し
ま

す
。

■時
10
月
18
日
㈮　

午
後
１
時
〜

４
時

■所
広
島
県
総
合
体
育
館
「
大
ア

リ
ー
ナ
」（
広
島
市
中
区
基
町

４
番
１
号
）

▽
留
意
事
項

　

面
接
会
へ
参
加
す
る
た
め
に

は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ
の
求
職

登
録
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

▽
主
催
等

【
主
催
】広
島
労
働
局
・
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
（
公
共
職
業
安
定
所
）

（
広
島
、
広
島
東
、
広
島
西
条
、

竹
原
、
呉
、
可
部
、
廿
日
市
、

大
竹
）

【
共
催
】
広
島
県
、
広
島
市
、

独
立
行
政
法
人
高
齢
・
障
害
・

求
職
者
支
援
機
構　

広
島
支
部

■問
広
島
東
公
共
職
業
安
定
所

（
広
島
市
東
区
光
が
丘
13
番
７

号
）
☎
554
‐
６
９
０
５

 

（
民
生
課
）

時 所 備考
19日（木）
10：00～11：00
15：00～16：00

町立図書館 予約不要
■￥無料

利
用
証
を
ル
ー
ム
ミ
ラ
ー
な
ど
に
掲

示
し
て
駐
車
し
て
く
だ
さ
い
。

時　期 対象者

10月１日～
2020年３月31日

誕生日が
2013年４月２日～
2016年４月１日
までの児

2020年４月１日～
2021年３月31日

誕生日が
2014年４月２日～
2017年４月１日
までの児

認知症カフェ情報▼認知症の人や、その家族、支援者が集い、自由に話せる場所です。
み ら い■時９月17日（火）13：30～16：00■￥200円■所くまの・みらい交流館
ぱたから■時10月２日（水）13：30～16：00■￥200円■所中溝コミュニティセンター

利用証

広島県

思い
やり  駐  車  場

－ 7 －　－ Public Information: ＫＵＭＡＮＯ－　'19/９月号 － Public Information: ＫＵＭＡＮＯ－　'19/９月号　－ 6 －



親子で楽しく遊び、子育て仲間と交流し、学び合いながらゆとり
ある子育てができるよう応援しています。親子はもちろんのこと、
孫育て中のおじいちゃん、おばあちゃんもぜひご利用ください。

●子育て支援センターの主な予定（いずれも11：30に終了）

●パステルルーム　地域での活動拠点としてご利用いただけます。
※ パステルルーム開催日にくまの・こども夢プラザ内子育て
支援センターも利用できます。

●おひさまルーム　上記日程以外の日の9：30～11：30
●パパとおひさま　９月７日（土）9：30～11：30
11：00～「みんなで体操」パパも遊びに来てね！ご家族でもOKです！
●うたとおはなしの広場（第２・４金曜日14：30～15：00）
※９月27日（金）はお休み
●子育て相談会　健康、発達など保健師（金澤綾子氏）に相談できます。
●お誕生会　毎月１回お誕生月のお子さんをみんなでお祝いしています。

●ほっとるーむ（月～金曜日13：00～15：30）
※９月10日（火）・10月８日（火）・10月10日（木）はお休み
※９月18日（第３水曜日）のみ　ほっとるーむベビー（11カ月児まで）
※ベビーマッサージ（14：00～）　ほっとるーむベビーの中で行います。
■持バスタオル１枚・ベビーオイルまたは保湿剤（なくても可）
飲み物（水分補給）　■￥無料　■対11カ月までの乳児　※予約不要

（毎月１回実施）
■時９月26日（木）13：30～14：30　■対■持上記と同じ　■￥無料
■定10組（定員になり次第締切ります）　※上のお子さんの同室託児有
●親子ふれあい体操　参加親子募集!!　親子で一緒に体を動かそう!!
■時毎月第２火曜日　10：00～11：00後期６回（10月～３月）１回目10月８日
■所くまの・こども夢プラザ 2F　■対乳幼児とその保護者　■￥無料　■定10組
▷講師　大歳 千絵 氏（NPO法人熊野健康スポーツ振興会）
　＊９月11日（水）から申込受付を開始します。
※いずれの事業も変更する場合があります。
※子育て支援センターの予定表または電話でご確認ください。

子育て支援センター・ファミリーサポートセンター
（くまの・こども夢プラザ内）　☎820－5502　 855－0805
開設日時（※年末年始、祝日除）：月～金曜日 9：30～17：00
　　　　　　毎月１回土曜日または日曜日 9：30～11：30
〈子育て相談　月～金曜日　13：00～17：00〉

実施日 開始時間 行事（講師・敬称略）
17日（火） 10：30 子育て相談会（保健師：金澤綾子）
18日（水） 10：30 モグモグ教室
20日（金）  9：30 わくわくキッズ（２歳以上）
26日（木） 11：00 ９月生まれのお誕生会
27日（金）  9：30 とことこエンゼル（１歳～１歳11カ月）

10月８日（火）  9：30 ふわふわベビー（妊娠中～11カ月）
10月９日（水） 10：30 子育てなるほど講座「生活リズム」

実施日 開始時間 場　　所
19日（木）  9：30 中央ふれあい館

10月４日（金） 13：30 東部地域健康センター（15：00まで）

災
害
応
援
協
定
を

 

締
結
し
ま
し
た

　

株
式
会
社
ジ
ュ
ン
テ
ン
ド
ー

と
災
害
時
に
お
け
る
応
急
対
策

活
動
に
係
る
協
力
に
関
す
る
協

定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
お

け
る
資
機
材
に
関
す
る
協
力
の
ほ

か
、駐
車
場
を
町
民
の
み
な
さ
ん

の
一
時
避
難
場
所
と
し
て
利
用
さ

せ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、避
難

者
に
報
道
な
ど
で
知
り
得
た
災
害

に
関
す
る
情
報
を
提
供
し
て
い
た

だ
く
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

 

（
危
機
管
理
課
）

こ
ど
も
地
域
見
守
り
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
事
業
に
関
す
る
協
定

を
締
結
し
ま
し
た

　
７
月
31
日
㈬
に
町
と
町
内
外
17

の
事
業
所
と
の
間
で
、こ
ど
も
地
域

見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
に
関
す

る
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。協
定
締

結
式
に
は
５
つ
の
事
業
所
の
代
表
者

が
出
席
さ
れ
ま
し
た
。こ
の
協
定
は
、

日
常
業
務
の
中
で
、子
育
て
家
庭
な

ど
の
見
守
り
を
行
い
、異
変
な
ど
を

感
じ
た
時
に
、町
に
情
報
提
供
す
る

体
制
を
整
え
る
も
の
で
す
。住
み
慣

れ
た
地
域
で
安
心
し
て
子
育
て
が
で

き
る
よ
う
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

▽
協
力
事
業
所

㈱
Ａ
コ
ー
プ
西
日
本
Ａ
コ
ー
プ
熊
野

団
地
店
、熊
野
郵
便
局
、生
活
協
同

組
合
ひ
ろ
し
ま
、セ
ブ
ン
‐
イ
レ
ブ

ン（
安
芸
熊
野
町
平
谷
店
、熊
野
町

萩
原
八
丁
目
店
、熊
野
町
初
神
店
、

熊
野
町
役
場
南
店
）、㈲
武
田
牛
乳

店
、㈱
ノ
ム
ラ
ス
ト
ア
ー
熊
野
店
、広

島
中
央
ヤ
ク
ル
ト
販
売
㈱
、㈱
フ
ジ 

熊
野
店
、藤
三 

熊
野
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
、フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト

（
安
芸
熊
野
店
、熊
野
川
角
店
、出
来

庭
六
丁
目
店
）、㈲
民
法
熊
野
運
送
、

ロ
ー
ソ
ン
熊
野
中
溝
三
丁
目
店

 
（
五
十
音
順
）

 

（
子
育
て
・
健
康
推
進
課
）

「
Ｔ
ｅ
ａ
ｍ
が
ん
対
策
ひ
ろ
し
ま
」に

登
録
し
ま
せ
ん
か
？

　

広
島
県
で
は
、総
合
的
な「
が

ん
対
策
」に
取
り
組
む
企
業
を

「
Ｔ
ｅ
ａ
ｍ
が
ん
対
策
ひ
ろ
し

ま
」と
し
て
登
録
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、日
本
人
の
２
人
に
１
人

が
が
ん
に
な
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。企
業
や
地
域
の
皆
さ
ま
、

一
人
ひ
と
り
が
、が
ん
を
身
近
な

病
気
と
と
ら
え
、が
ん
検
診
を
受

診
し
、早
期
発
見・
早
期
治
療
で

き
る
よ
う
、が
ん
対
策
へ
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

▽
登
録
企
業
の
取
り
組
み

　

社
員
に
対
し
て
が
ん
に
関
す
る

正
し
い
知
識
の
普
及・
啓
発
や
生
活

習
慣
病
予
防
、が
ん
検
診
受
診
率
の

向
上
、治
療
と
仕
事
の
両
立
支
援
や
、

地
域
の
皆
さ
ま
へ
の
が
ん
検
診
啓

発
、が
ん
患
者
団
体
な
ど
へ
の
支
援
。

　
こ
の
度
、町
内
で
は
初
め
て
の
登
録

企
業
と
し
て
、㈱
白
鳳
堂（
本
社：熊
野

町
城
之
堀
）が
登
録
を
行
い
ま
し
た
。

　
「
Ｔ
ｅ
ａ
ｍ
が
ん
対
策
ひ
ろ

し
ま
」へ
の
登
録
に
つ
い
て
、詳

し
く
は
、広
島
県
が
ん
対
策
課

ま
で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

■問
広
島
県
が
ん
対
策
課
☎
513
‐

３
０
９
３

 

（
子
育
て
・
健
康
推
進
課
）

氷
菓
喰
み
束
の
間
の
涼
楽
し
め
り 

新　

田　

竹　

美

【
講
評
】

　

炎
天
下
の
暑
さ
を
ひ
と
と
き
で
も
避
け
た
い
の
が
分
か
る
。
束

の
間
の
涼
を
。
こ
れ
で
あ
る
。

入
選
作
品

リ
ズ
ム
良
き
鉛
筆
け
ず
り
夏
休 

中　

川　

佳
代
子

縁
側
に
少
女
の
白
き
跣
足
か
な 

友　

岡　

厚　

子

出
水
禍
の
半
旗
の
揚
が
る
筆
の
里 

林　

世　

紀　

雄

塀
を
越
え
か
ぼ
ち
や
の
花
の
大
き
か
な 

進　

藤　

聿　

美

赤
と
ん
ぼ
病
床
の
吾
を
訪
ふ
如
く 

大　

杉　

徳　

子

夕
立
に
制
服
濡
れ
て
急
ぎ
漕
ぐ 

俵　

千　

恵　

子

母
の
日
や
七
十
年
の
幾
星
霜 

石　

原　
　
　

圭

　

広
報
く
ま
の
で
は
皆
さ
ん
か
ら
の
俳
句
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
初

心
者
歓
迎
。（
俳
句
の
ル
ー
ル
を
守
っ
た
も
の
で
、
１
人
２
作
品
ま

で
）。
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
連
絡
先
を
記
載
の
う
え
、
９
月
13
日

㈮
ま
で
に
地
域
振
興
課
必
着
で
お
願
い
し
ま
す
。
応
募
方
法
は
不

問
。
Ｅ
メ
ー
ル
の
タ
イ
ト
ル
は
「
俳
句
係
」。
な
お
、
俳
句
の
応
募

作
品
に
つ
い
て
添
削
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
82
円
切
手
を
同
封
も

し
く
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
メ
ー
ル
（
パ
ソ
コ
ン
メ
ー
ル

の
み
）
で
の
応
募
の
人
は
、
タ
イ
ト
ル
に
「
添
削
希
望
」
を
追
記
し

て
く
だ
さ
い
。
添
削
原
稿
を
返
送
し
ま
す
。

　

今
回
募
集
の
俳
句
は
広
報
く
ま
の
11
月
号
に
掲
載
予
定
で
す
。

■問
■申
〒
731
‐
４
２
９
２
熊
野
町
中
溝
一
丁
目
１
番
１
号　

地
域
振
興
課

（kanko@
tow
n.kum

ano.hiroshim
a.jp

）
☎
820
‐
５
６
０
２

―
俳
句
を
大
募
集
―

　

長
い
夏
休
み
が
終
わ
り
、
新

学
期
が
始
ま
る
9
月
は
、
子
ど

も
が
体
調
を
崩
し
や
す
い
時
期

で
す
。

　
「
お
腹
が
痛
い
」「
幼
稚
園
に

行
き
た
く
な
い
」「
学
校
に
行

き
た
く
な
い
」
と
い
っ
た
子
ど

も
の
訴
え
を
放
っ
て
お
く
と
、

悪
化
す
る
恐
れ
が
あ
る
の
で
、

早
め
に
対
処
を
し
ま
し
ょ
う
。

【
こ
ん
な
症
状
あ
り
ま
す
か
？
】

・
ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
で
泣
い

た
り
ぐ
ず
っ
た
り
す
る
こ
と
が

増
え
た

・
お
腹
が
痛
い

・
頭
が
痛
い

・
食
欲
が
な
い

・
体
が
だ
る
い

・
朝
起
き
ら
れ
な
い

・
い
つ
も
眠
た
そ
う

・
や
る
気
が
な
い

・
集
中
力
が
な
い

・
イ
ラ
イ
ラ
し
て
い
る

・
自
分
の
部
屋
に
閉
じ
こ
も
る

【
原
因
や
対
処
法
は
？
】

　

主
な
原
因
は
睡
眠
不
足
や
ス

ト
レ
ス
で
す
。
長
い
夏
休
み
か

ら
新
学
期
に
う
ま
く
切
り
替
え

ら
れ
て
い
な
い
こ
と
で
起
こ
り

ま
す
。

　

生
活
リ
ズ
ム
を
整
え
る
こ
と

や
、
子
ど
も
の
気
持
ち
に
寄
り

添
っ
て
ス
ト
レ
ス
を
緩
和
し
て

あ
げ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

○
睡
眠
を
と
る

　

睡
眠
は
子
ど
も
の
心
と
体
の

成
長
に
大
変
重
要
で
す
。
幼
稚

園
児
や
小
学
生
な
ら
、
午
後
8

時
〜
午
後
9
時
頃
に
は
部
屋
を

暗
く
し
て
布
団
に
入
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

○
適
度
に
体
を
動
か
す

　

運
動
を
す
る
と
、
よ
く
眠
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
公
園
に

行
く
時
や
、
い
つ
も
は
車
で
行

く
買
い
物
を
徒
歩
に
し
て
み
る

な
ど
、
親
子
で
体
を
動
か
す
工

夫
を
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

○
朝
食
を
と
る

　

朝
食
は
１
日
を
過
ご
す
大
事

な
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
で
す
。
朝
食

を
と
っ
て
体
を
目
覚
め
さ
せ
、

１
日
の
リ
ズ
ム
を
整
え
ま
し
ょ

う
。

○
子
ど
も
の
話
に
耳
を
傾
け
る

　

夏
休
み
は
自
由
に
自
分
の

ペ
ー
ス
で
過
ご
せ
て
い
た
の

に
、
集
団
生
活
に
合
わ
せ
な
け

れ
ば
い
け
な
い
緊
張
感
や
、
友

達
と
の
再
会
で
ト
ラ
ブ
ル
が
増

え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。「
そ

ん
な
こ
と
大
し
た
こ
と
な
い
」

「
本
人
の
や
る
気
の
問
題
」
と

せ
ず
、
子
ど
も
が
ど
ん
な
気
持

ち
な
の
か
を
よ
く
聞
い
て
あ
げ

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
「
そ
れ
は
辛
か
っ
た
ね
」「
あ

な
た
の
気
持
ち
は
よ
く
わ
か
っ

た
よ
」
と
い
っ
た
子
ど
も
の
気

持
ち
に
よ
り
添
う
言
葉
を
掛
け

て
あ
げ
る
と
さ
ら
に
良
い
で

す
。

○
家
族
み
ん
な
で
生
活
リ
ズ
ム

を
整
え
よ
う

　

子
ど
も
だ
け
で
な
く
、
大
人

も
夏
の
疲
れ
が
出
る
時
期
な
の

で
、
休
息
や
バ
ラ
ン
ス
の
良
い

食
事
が
大
切
で
す
。

　

秋
は
行
事
が
多
い
季
節
で
す

が
、
無
理
の
な
い
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
を
立
て
て
、
ま
わ
り
の
大
人

も
笑
顔
で
子
ど
も
に
接
す
る
時

間
を
持
て
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

 

（
子
育
て
・
健
康
推
進
課
）

夏
休
み
明
け
を

 

元
気
に
過
ご
そ
う

－ 9 －　－ Public Information: ＫＵＭＡＮＯ－　'19/９月号 － Public Information: ＫＵＭＡＮＯ－　'19/９月号　－ 8 －
ゼロの日運動
０のつく（10・20・30）日はテレビゲーム・スマホを控え、
くまどくおよび家族のだんらんを通して絆を深めましょう。



※

広
報
「
く
ま
の
」
で
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
お
宅
に
広
報
が
届
く
ま
で
の
期
間
を
考
慮
し
て
、
お
お
む
ね
発
行
月
の
11
日
以
降
か
ら
翌
月
10
日
ま
で
の
行
事
の
お
知
ら
せ
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

問子育て・健康推進課☎820－５６３７

シルバーリハビリ体操教室情報▼いつまでも自分らしく過ごすための体操教室です。
■所東公民館■時９月12日（木）、19日（木）、26日（木）、10月３日（木）、10日（木） 10：00～11：00
■所町民会館■時９月12日（木）、19日（木）、26日（木）、10月３日（木）、10日（木） 13：30～14：30
■所くまの・みらい交流館Ａ■時９月17日（火）、24日（火）、10月７日（月） 13：30～14：30
　くまの・みらい交流館Ｂ■時９月17日（火）、24日（火）、10月１日（火）、10月８日（火） 13：30～14：30

※次の行事はお休みします。健康相談：９月４日（水）、すくすくクラブ：９月６日（金）

当　番　医

※電話番号、特に局番をよくお確かめのうえ、おかけください。
※急な当番医の変更があった場合は、記載と異なることがありますのでご了承ください。

 9 月15日㈰ 大 瀬 戸 内 科 ☎ 854-8585  9 月22日㈰ 藤田小児科医院 ☎ 854-0707

 9 月29日㈰ 片 山 医 院 ☎ 854-0252 10月 6 日㈰ 梶 山 医 院 ☎ 854-2771

行　事 実施日 場　所 時　間 内　容

すくすくクラブ
（育 児 相 談）

11日（水） 中央ふれあい館 13：30～15：00 保健師などによる体重・身長測定、母乳や
ミルク、離乳食や幼児食などの栄養相談、
子育て相談、産前産後相談など。友達づく
りに気軽に利用ください（予約不要）。
■対妊婦、０カ月～未就学の乳幼児と保護者
■持母子健康手帳

17日（火） 町民会館 10：00～11：30
24日（火） くまの・こども夢プラザ 10：00～11：30
10月４日（金）東部地域健康センター 13：30～15：00

モ グ モ グ 教 室 18日（水） くまの・こども夢プラザ 10：30～11：30
９カ月頃からの離乳食や、１歳代の食事で大
切にしてほしいポイントをお話します。栄養が
とれるおやつの試食もあります。（予約不要）。
■対９カ月頃～１歳６カ月頃の乳幼児と保護者

健 康 相 談
18日（水） 西部地域健康センター 13：30～15：00 生活習慣病予防・妊婦などの相談に保健師・栄養士が個別に応じます。血圧測定・検

尿を行います。健康手帳・健診の結果をお
持ちの人は持参してください。（予約不要）10月２日（水） 中央ふれあい館 10：00～11：30

１歳６か月児健診
20日（金）

町民会館 （受付時間）
13：00～13：30

対象者には個人通知を行いますが、転入
などで通知が届かない場合は子育て・健
康推進課に問い合せください。
■対町内に住所を有する幼児（H29年11月
１日～H30年２月28日生）

25日（水）

のびのび親子教室 24日（火） くまの・こども夢プラザ 10：30～11：30

テーマ：朝ごはんを食べよう♪その③
食育サポーターによる食体験コーナーや
試食もあります。すくすくクラブと合わ
せてご参加ください（予約不要）。
■対１歳６カ月頃～未就園の幼児と保護者

けんこう華齢教室 26日（木） 町民会館 13：30～15：30

「睡眠改善教室②」
講師：田中秀樹氏（広島国際大学教授）
■持健康手帳（必要な人は会場でお渡しします）
■申25日までに子育て・健康推進課
※熊野町介護予防ボランティアポイント
対象事業です。「すこくま手帳」を忘れた
人へのポイント付与はできません。

乳 児 健 診 10月７日（月） 町民会館 （受付時間）
13：00～13：30

対象者には個人通知を行いますが、転入
などで通知が届かない場合は子育て・健
康推進課に問い合せください。
■対町内に住所を有する乳児（R１年５月１
日～R１年６月30日生）

「
こ
ふ
で
り
ん
」
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

を
開
始
し
ま
す
。

　

９
月
20
日
㈮
か
ら
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

公
式
ア
カ
ウ
ン
ト「
こ
ふ
で
り
ん
」

が
仲
間
入
り
し
ま
す
。「
こ
ふ
で
り

ん
」に
お
友
だ
ち
登
録
を
し
て
、子

育
て
家
庭
な
ど
に
関
す
る
情
報
と

プ
レ
ゼ
ン
ト
を
受
け
取
っ
て
く
だ

さ
い
。Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
ア
カ
ウ
ン
ト
を

子
育
て・
健
康
推
進
課
で
提
示
す

る
と
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
も
ら
え
ま
す
。

▽「
こ
ふ
で
り
ん
」か
ら
の
発
信
情
報

・
町
内
の
各
公
民
館
な
ど
で
実

施
す
る
行
事
の
情
報

・
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
実

施
す
る
行
事
の
情
報

・
保
育
園
、
幼
稚
園
で
開
催
さ

れ
る
行
事
の
情
報

・
母
子
保
健
に
関
す
る
情
報

・ 

育
児
相
談
、離
乳
食
に
関
す
る
情
報

・
絵
本
や
遊
び
に
関
す
る
情
報

・
看
病
に
関
す
る
情
報

・
乳
児
医
療
な
ど
の
手
続
き
に

関
す
る
情
報

・ 

保
育
所
、児
童
ク
ラ
ブ
な
ど
の

入
所
の
手
続
き
に
関
す
る
情
報

・
そ
の
他
、
必
要
と
認
め
る
情
報

 

（
子
育
て
・
健
康
推
進
課
）

上のQRコー
ドを読み込
んで登録し
てください。

第
51
回

町
民
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

■時
10
月
20
日
㈰

午
前
８
時
半　

開
会
式

■所
熊
野
中
学
校
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

■対
町
内
在
住
者
、
町
内
事
業
所

に
勤
務
し
て
い
る
者
、
町
内
学

校
の
通
学
者
・
卒
業
者

▽
種
目

①
一
般
男
子
・
一
般
女
子

②
中
学
男
子
・
中
学
女
子

■￥
無
料

■申
10
月
11
日
㈮
ま
で
に
町
民
体

育
館
へ
申
込
書
を
提
出

※
中
・
高
テ
ニ
ス
部
員
は
顧
問

の
先
生
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

■問
中
島　

☎
854
‐
２
８
４
９

留
守
電
の
と
き
は
、
非
通
知
を

解
除
し
て
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願

い
し
ま
す
。

体
力
ア
ッ
プ
教
室

　
　
　
　
　

参
加
者
募
集

　
「
身
体
が
資
本
！
」
運
動
不

足
や
体
力
に
自
信
が
な
い
と
い

う
人
。
病
気
な
ど
で
体
力
が
お

ち
て
い
た
り
、
身
体
に
不
自
由

を
感
じ
て
い
る
人
、
ス
ト
レ
ッ

チ
体
操
や
筋
力
ア
ッ
プ
体
操
で

筋
力
や
バ
ラ
ン
ス
力
を
ア
ッ
プ

し
、
介
護
を
必
要
と
し
な
い
身

体
づ
く
り
を
し
ま
せ
ん
か
。

●
く
ま
の
・
み
ら
い
交
流
館
教
室

■時
10
月
３
日
㈭
〜
３
月
26
日
㈭

毎
週
木
曜
日

①
午
前
の
部

　

午
前
９
時
半
〜
11
時
半

②
午
後
の
部

　

午
後
１
時
半
〜
３
時
半

▼
講
師
‥
大
野　

都
弥
子
（
健

康
運
動
指
導
士
・
介
護
予
防
運

動
指
導
士
）

■対
町
内
在
住
者　

■￥
４
千
円

■定
①
②
各
部
２
人

■申
９
月
18
日
㈬
午
前
９
時
か
ら

※
先
着
順
と
し
ま
す
。申
込
み
用

紙
に
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
上
、

町
民
体
育
館
へ
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

な
お
、
参
加
費
に
つ
き
ま
し
て

は
、
第
１
回
教
室
開
講
日
に
お

支
払
い
く
だ
さ
い
。

■問
町
民
体
育
館
☎
854
‐
７
６
９
５

第
７
回
ひ
ろ
し
ま

　

神
楽
の
日
を
開
催
し
ま
す

　

広
島
が
世
界
に
誇
る
伝
統
芸

能
〝
神
楽
〞。
広
島
市
、
呉
市
、

三
原
市
、
廿
日
市
市
、
安
芸
高

田
市
、
安
芸
太
田
町
、
北
広
島

町
か
ら
神
楽
団
７
団
体
と
子
ど

も
神
楽
団
２
団
体
が
集
ま
り
、

各
地
域
に
伝
わ
る
神
楽
を
披
露

し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に

勇
壮
な
神
楽
ば
や
し
と
華
麗
な

舞
を
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

　

当
日
は
、〝
食
と
酒
〞
ま
ち

起
こ
し
協
議
会
に
よ
る
特
産
品

販
売
も
行
い
ま
す
。

■時
９
月
28
日
㈯
・
29
日
㈰

両
日
と
も
午
前
10
時
か
ら
オ
ー

プ
ニ
ン
グ

■所
広
島
駅
南
口
エ
ー
ル
エ
ー
ル

地
下
広
場

■￥
鑑
賞
無
料

■問
広
島
広
域
都
市
圏
協
議
会

〝
神
楽
〞
ま
ち
起
こ
し
協
議
会

事
務
局
（
安
芸
高
田
市
政
策
企

画
課
内
）
☎
０
８
２
６
‐
42
‐

５
６
１
２
（
平
日
の
み
午
前
８

時
半
〜
午
後
５
時
）

広
島
広
域
都
市
圏
神
楽

　

共
同
観
賞
を
実
施
し
ま
す

　

広
島
広
域
都
市
圏
の
住
民
を

対
象
に
神
楽
鑑
賞
ツ
ア
ー
の
参

加
者
を
募
集
し
ま
す
。
今
回
は

第
71
回
芸
石
神
楽
競
演
大
会
を

鑑
賞
し
ま
す
。

■時
10
月
５
日
㈯

広
島
駅
北
口
午
前
10
時
集
合

（
午
後
９
時
解
散
予
定
）

※
広
島
駅
・
現
地
間
は
バ
ス
で

送
迎
し
ま
す
。

■所
千
代
田
運
動
公
園
総
合
体
育
館

（
広
島
県
山
県
郡
北
広
島
町　

壬
生
）

▽
出
演
神
楽
団
‥
10
神
楽
団（
特

別
出
演
含
む
）（
日
吉
神
楽
団
、阿
坂

神
楽
団
、川
北
神
楽
団
、栗
栖
神
楽

団
、中
川
戸
神
楽
団
、筏
津
神
楽
団
、

原
田
神
楽
団
、琴
庄
神
楽
団
、大
塚

神
楽
団
、石
見
神
楽
亀
山
社
中
）

■定
40
人（
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

■￥
大
人
８
千
800
円

中
学
生
以
下
４
千
800
円

（
鑑
賞
指
定
席
（
椅
子
席
）
券

代
、
弁
当
代
、
バ
ス
代
込
み
）

■申
■問
往
復
は
が
き（
１
枚
に
５
人

ま
で
）に
、参
加
者
全
員
の
住
所
、氏

名
、年
齢
、電
話
番
号
と「
神
楽
鑑

賞
ツ
ア
ー
希
望
」と
記
入
し
、９
月

20
日
㈮（
※
消
印
有
効
）ま
で
に
、次

の
住
所
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
小
学
生
以
下
の
場
合
は
大
人

の
同
伴
が
必
要
で
す
。

※
乳
幼
児
は
無
料
で
す
が
、
座

席
を
使
用
す
る
場
合
は
参
加
費

が
必
要
で
す
。

〒
731
‐
０
５
９
２　

安
芸
高
田

市
吉
田
町
吉
田
791

〝
神
楽
〞
ま
ち
起
こ
し
協
議
会

事
務
局
（
安
芸
高
田
市
政
策
企

画
課
内
）
☎
０
８
２
６
‐
42
‐

５
６
１
２

０
８
２
６
‐
42
‐

４
３
７
６

（
広
島
広
域
都
市
圏
協
議
会
）

 

総
務
課

9/28
（土）

10：00～オープニングセレモニー
10：40～第１部三原市・北広島町
13：30～ 第２部安芸太田町・廿日市

市・広島市

9/29
（日）

10：00～オープニングセレモニー
10：30～ 第１部呉市・三原市（子ど

も神楽）
13：30～ 第２部安芸高田市（子ども

神楽）・安芸高田市

広
島
広
域
都
市
圏
と
は
―
広

島
市
を
中
心
と
し
て
、広
島
県

と
山
口
県
に
ま
た
が
る
11
市

13
町
で
構
成
し
、圏
域
の
一
体

的
発
展
を
目
指
し
て
、様
々
な

連
携
と
交
流
を
図
る
取
組
を

推
進
し
て
い
ま
す
。

－ 11 －　－ Public Information: ＫＵＭＡＮＯ－　'19/９月号 － Public Information: ＫＵＭＡＮＯ－　'19/９月号　－ 10 －STOP９　わが家の「ケータイルール」
ケータイ、スマートフォンによる通信を午後９時以降はしない。



※

広
報「
く
ま
の
」で
は
、町
民
の
皆
さ
ん
の
お
宅
に
広
報
が
届
く
期
間
を
考
慮
し
て
、お
お
む
ね
毎
月
11
日
か
ら
翌
月
10
日
ま
で
の
お
知
ら
せ
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

※

広
報「
く
ま
の
」で
は
、町
民
の
皆
さ
ん
の
お
宅
に
広
報
が
届
く
期
間
を
考
慮
し
て
、お
お
む
ね
毎
月
11
日
か
ら
翌
月
10
日
ま
で
の
お
知
ら
せ
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

■時
と
き　

■所
と
こ
ろ　

■内
内
容　

■対
対
象　

■定
定
員　

■￥
料
金　

■持
持
参
物　

■申
申
込
み　

■問
問
合
せ
先

■時
と
き　

■所
と
こ
ろ　

■内
内
容　

■対
対
象　

■定
定
員　

■￥
料
金　

■持
持
参
物　

■申
申
込
み　

■問
問
合
せ
先

 「私らしく生きる」　　愛するあなたへ・・・
「そらをみあげよう」　ひるのそら　よるのそら　みあげてみよう

行　事　名 月　日 時　間 講師（敬称略） 内　　容　　等 備　　考

筆の里ありがとうの
絵てがみ　巡回展

１日（日）～
30日（月）

9：00～
21：30

（日・月は
16：30まで）

今回過去に筆の里工房に　応募のあった作品の中から選りすぐりの作品を町民会館で展
示しています。心温まる作品をぜひご覧ください。

健康寿命ＵＰ！
いきいき体操教室
（全５回）

17日（火）
24日（火）
10月１日（火）
10月９日（水）
10月15日（火）

13：30～
15：30 大 野 都 弥 子

生活習慣病予防・介護予防のために運
動習慣を身につけよう！筋力・持久力・
バランス・柔軟性の強化をします。

■定20人
※定員になり次第受付終
了
■￥100円／毎回
■持タオル・飲み物・運動靴・
運動の出来る服装

遊び心毛筆教室 30日（月） 13：30～
15：30 堀 野 眞 理 子

遊び心で毛筆のお稽古をしましょう。初
心者も大歓迎です。

■￥100円
■持習字道具など

お し ゃ れ な
ブ ロ ー チ 作 り 10月２日（水）13：30～15：30 宮 﨑 修 子

ファスナーを使っておしゃれなブローチ
を作りましょう。見本は町民会館にあり
ます。
申込期限：9/20（金）材料費を添えて

■定15人
■￥300円
■持裁縫道具

Ｄ　Ｉ　Ｙ
木 工 教 室 10月７日（月）13：30～15：30

ヤマシオ工房
塩 見 喜 市

先生に教わりながら「引き出し付の小物
入れ」を作ってみましょう。初めての人
も大歓迎です。見本は町民会館にありま
す。
申込期限：9/20（金）材料費を添えて

■定20人
■￥3,100円
■持かなづち・ぞうきん・軍
手・薄いビニール手袋・歯
ブラシ・タオル

町公民館　出会いで結ぶ生きがいの　広場
▢☎854－3111　　 ▢FAX820－5820 Facebook

図
書
館
カ
レ
ン
ダ
ー（
■
は
休
館
日
）

10

2019

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5

6 7
休
8 9 10 11 12

13 14
休
15
休
16 17 18 19

20 21
休
22 23
休
24 25 26

27 28
休
29
休
30 31

行　事　名 月　日 時　間 講師（敬称略） 内　　容　　等 備　　考

東 公 民 館
活 動 紹 介 展

１日（日）
30日（月）

9：00～
21：30

【活動グループ展示】
熊野写真同好会・ウッドサークル・太極拳
※展示内容・期間は変更する場合があります。

遊び心習字教室 12日（木） 16：00～
18：00 堀 野 眞 理 子

初心者を対象とした習字教室です。放課
後は、楽しく「止め、跳ね」三世代で楽し
く習字の基礎から学びましょう。

■定20人
■￥100円（材料費込）
■持習字道具（半紙多めに）、
雑巾

おんがくくらぶ
お と も だ ち 30日（月） 10：00～

10：50
佛 圓 祐 子
郷 地 久 美 子

心と体で音楽を楽しみましょう。
親子で公民館デビューしませんか。

■対１歳６カ月～未就園児親子
■定10組
（定員になり次第受付終了）
■￥100円／回

健康ウォーキング教室 10月１日（火）10：00～11：00
広島大学准教授
田 中　 亮

健康の基礎はウォーキング疲れない歩
き方をみんなでマスターしましょう

■定30人（どなたでも）
（定員になり次第受付終了）
■￥無料
当日、東部地域健康セン
ターに集合です。

東公民館　あたたかく香り豊かな東の　広場
▢☎854－4138　　 ▢FAX854－3389 Facebook

行　事　名 月　日 時　間 講師（敬称略） 内　　容　　等 備　　考

くまの・みらい
合 唱 団 毎週木曜日 17：00～18：30 寺 沢　 希

歌の好きな小中高校生を募集していま
す。合唱作品を通じて、子どもたちが豊
かになっていくことを目指します。

■対小・中・高校生
■￥会費：月2,500円
※団員募集中

たまひよクラブ
（リ ト ミ ッ ク）

10日（火）
24日（火）
10月８日（火）

たまごクラス
10：00～
ひよこクラス
11：00～

大 竹 美 枝 子
南 村　 文

親子で一緒に手遊び、パネルシアターな
どでいろいろな遊びを楽しみましょう。
今回のテーマ「海」「大きなかぶ」「運動
会」

■対未就園児親子
たまごクラス（１歳半～２歳半）
ひよこクラス（２歳半～）
■￥100円（初回のみ別途300円）
■持運動のできる服装、靴
（親子とも）

男女共同参画講座 13日（金） 14：00～
15：30

落語家
ジャンボ衣笠

～夫婦をネタにした古典落語～
爆笑落語で楽しみましょう。

■対どなたでも
■￥無料
直接会場にお越しくださ
い。

め だ か っ こ
あ つ ま れ

18日（水）
10月２日（水）

10：30～
11：30

読 み 聞 か せ
ボランティア
めだか絵本の会

絵本の読み聞かせや簡単な工作など、
季節にちなんだ遊びを親子で楽しみま
しょう。

■対未就園児親子
■￥無料
気軽にご参加ください。

読 書 の 広 場
ス ペ シ ャ ル 21日（土） 13：30～

14：30
読 み 聞 か せ
ボランティア
子ぐま絵本の会

「お月見会」
まんまるお月さまにウサギさん、すすき
にお団子。絵本でお月見を楽しみましょ
う！

■対幼児から小学生まで
■￥無料
※出席シールを集めると素
敵なプレゼントがもらえる
よ。

歌 声 広 場 21日（土） 15：00～
16：30

高 瀬 幸 之
寺 田 智 子

なつかしい歌を大勢でにぎやかに歌い
上げましょう。リクエストも大歓迎。（歌
謡曲、フォークソングなど）

■￥200円
直接会場にお越しくださ
い。

サロンコンサート 21日（土） 18：30開場
19：00開演

二胡演奏
趙　 栄 春
ピアノ

福 政　 歩

～秋の宵～
心酔わせる二胡の調べ
夜来香、蘇州夜曲、シルクロード、荒城の
月、中国民謡など

■定150人
■￥前売り500円
当日1,000円
チャリティー募金を募りま
す。

くま の・み ら い
子ども将棋大会 22日（日） 9：30受付

10：00開始
日本将棋連盟
安 芸 支 部
香 車 会

将棋に興味がある子ども達集まれ！
１～３位には賞状がもらえるよ！
参加賞もあります。

■対未就学児～中学生
■￥100円
■申18日（水）まで

シルバーカレッジ 30日（月） 13：30～
15：00 田 中 一 座

踊るボランティア♪
田中一座が、今年もやってくる！！
どなたでも、自由にご参加ください。

■対どなたでも
■￥無料
直接会場にお越しください。

本 ｄ ｅ お 茶 会 10月５日（土）13：00～14：30
読 み 聞 か せ
ボランティア
子ぐま絵本の会

「バカの壁」養老孟司作（新潮新書）
ご存知、数々の賞に輝く400万部のベス
トセラーです。口述筆記で親しみやすい
本、お茶しながらご一緒に味わってみま
せんか。

■対どなたでも
初めての人もぜひどうぞ、
聞くだけの参加も大歓迎
■￥無料
ひとり１冊ずつ、本をお貸
しできます。

くまの・みらい交流館　多世代がふれあいで結ぶみんなの　広場
▢☎854－1673　　 ▢FAX854－6199 Facebook

★図書館利用者アンケートを実施します★
　熊野町立図書館では、図書館サービス
の向上のため、来館者の皆さまに「図書
館利用者アンケート」を実施します。実
施期間中、館内にアンケート用紙と回収
ボックスを設置しますので、ぜひアン
ケートにご協力ください。
【実施期間】９月20日（金）～10月20日（日）

9

2019

日 月 火 水 木 金 土
1 2
休
3 4 5 6 7

8 9
休
10 11 12 13 14

15 16
休
17
休
18 19 20 21

22 23
休
24
休
25 26 27 28

29 30
休

行　事　名 月　日 時　間 講　師 内　　容　　等 備　　考

お は な し 会 21日（土）
10月５日（土）

15：30～
16：00 子ぐま絵本の会

絵本の読み聞かせや紙芝居などを行い
ます。

※シールを集めると素敵な
プレゼントがもらえるよ。

０．１．２．３歳の
お は な し 会 25日（水） 10：30～

11：00
めだか絵本の会
図 書 館 職 員

絵本の読み聞かせや手遊び、ふれあい
遊びなどを行います。 ■対０～３歳児親子

町立図書館だより　いつでも　どこでも　だれでも　　開館時間：10：00～18：00

☎855－6710　 855－6711
Facebook図書館ホームページ

－ 13 －　－ Public Information: ＫＵＭＡＮＯ－　'19/９月号 － Public Information: ＫＵＭＡＮＯ－　'19/９月号　－ 12 －毎月17日は『青少年の日』　毎月第３日曜日は【家庭の日】家　庭　読　書「　く　ま　ど　く　」
家族で一緒に同じ本を読み、感想などを共有し、家族の絆を深めましょう。



「林家三平講演会」

　

皆
さ
ん
に
も
お
す
す
め
し
た

い
「
く
ま
ど
く
本
」、
今
月
は
、

熊
野
東
中
学
校
か
ら
で
す
。

伊
藤　

ゆ
う
き
（
３
年
）

　

コ
ン
ク
ー
ル
の
出
場
者
の
気

持
ち
や
演
奏
の
描
写
が
細
か
く

描
か
れ
て
い
て
、
読
ん
で
い
る

私
が
そ
の
中
に
い
る
よ
う
な
気

持
ち
に
な
り
ま
し
た
。
演
奏
者

達
の
戦
い
だ
け
で
な
く
審
査
員

へ
の
「
挑
戦
状
」も
注
目
で
す
。

伊
藤　

多
恵
子
（
母
）

　

ピ
ア
ノ
の
国
際
コ
ン
ク
ー
ル

が
舞
台
で
す
。
若
い
コ
ン
テ
ス

タ
ン
ト
達
が
頂
点
を
目
指
し
互

い
に
切
磋
琢
磨
し
ま
す
が
、
何

よ
り
も
自
分
自
身
と
向
き
合

い
、
自
分
の
音
楽
を
追
求
し
て

い
く
姿
が
素
晴
ら
し
い
で
す
。

「
こ
の
本
、
よ
か
っ
た
！
」
（73）

『
蜜
蜂
と
遠
雷
』

 

恩
田　

陸
・
作

 

（
幻
冬
舎
）

中国留学生との交流

熊野高等学校

　６月27日（木）中国南京出身のイン・チア
ハさんがホームステイ先の大原さんと本校に
訪れ、３年生を対象とした「総合書道」の授
業に参加しました。「筆の都」熊野に滞在中、
日本の文化に触れたいという思いに応え実現
したものです。生徒が提案した書の参考例か
ら彼女自身が「幸運」という言葉を選び、そ
の参考例を書いた生徒が指南役となって一緒
に練習し掛け軸に書き上げました。その後、
音楽室に移動し、５歳から始めたというピア
ノ演奏を披露してくれました。演奏が始まる
と一変して華やかな雰囲気になり、彼女の高
度なテクニックと演奏の素晴らしさに圧倒さ
れてしまいました。そしてさらに、本校の音
楽教諭・堀江先生と即興で連弾し、二人が奏
でる美しい音色と表現の豊かさに魅了されま
した。ほんのひと時の交流でしたが、芸術を
通して互いに心和み、感動する喜び、楽しさ
を味わえた貴重な時間となりました。

■問熊野高等学校　☎854－４１５５
「前列中央がチアハさん」

熊野中で１学期を過ごして 今年度の取組み

熊野中学校 熊野第一小学校

　今年度、新任教頭として熊野中学校に赴任
し、多くのことに驚きました。まず、一番驚
いたのは「無言清掃」のレベルの高さです。
前任校でも「無言清掃」には取り組んでいま
したが、全ての生徒が「無言清掃」に当たり
前に取り組む姿、また、自らやるべき事を見
つける真剣な姿に感動しました。
　次に驚いたのは、男女関係なく協力し合え
るところです。今まで私が経験してきた中で、
落ち着いた学校の特徴の一つに男女の仲が良
いというのがあります。本校でも授業のグ
ループ活動などで男女の距離なく、お互い学
び合う姿を自然に見ることができます。
　２学期も、体育祭、文化祭などの行事を通
して、熊野中学校の良いところをもっと見つ
けていきたいです。（教頭：望月）

（学校教育課）

　新年度がスタートし、１学期が過ぎました。
元号が新しくなり、子ども達も張り切って、
元気よく過ごせた学期となりました。
　今年度、熊野第一小学校では、思いやりの
心や感謝の心と礼儀正しい態度を育てるこ
とを目標の一つに揚げ、達成できるように、
様々なことに取り組んでいます。
　例えば、全校で統一した指導方法を示す
『くまいちスタイル』でめざしている「聞く姿
勢」ができるようになることです。そして、
聞こえる声で、明確に「はいっ。」の返事がで
きるようになることです。どちらも児童自身
が気をつけることができるようになってきた
と実感できています。
　その他にも、当たり前のことは当たり前に
できるようになろうと、昨年度までの取組み
を継続して、無言移動や無言掃除にも取り組
んでいます。
　第一小学校の良さを生かしながら、これか
らも全校一つになって頑張っていきます。

（学校教育課）

「
熊
野
町
文
化
財
講
座
〜
昔
の
く
ら
し

体
験
教
室
〜
」開
催
の
お
知
ら
せ

　
昨
年
、好
評
を
い
た
だ
い
た「
昔
の

く
ら
し
体
験
教
室
」を
今
年
も
開
催

し
ま
す
。ま
が
玉
づ
く
り
や
土
鍋
炊
飯

を
と
お
し
て
、昔
の
く
ら
し
や
文
化
を

楽
し
み
な
が
ら
学
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。

■時
10
月
６
日
㈰
午
前
10
時
〜
午
後
２
時

■所
く
ま
の
・
み
ら
い
交
流
館

■対
町
内
在
住
の
小
学
生（
１
・
２

年
生
は
保
護
者
同
伴
）

■￥
無
料

■定
30
人（
保
護
者
含
む
）※
先
着
順

で
受
付
。定
員
に
な
り
次
第
締
切
。

▽
講
師
‥
み
よ
し
風
土
記
の
丘

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム　

職
員

▽
内
容
‥
ま
が
玉
づ
く
り
、ち
ょ
っ

と
昔
の
炊
飯
＆
試
食（
昼
食
を
兼
ね

て
い
ま
す
。お
か
ず
な
ど
は
各
自
で

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。）

■持
飲
み
物
、お
米（
１
合
）、お
か
ず
、タ
オ
ル

※
当
日
は
長
袖
・
長
ズ
ボ
ン
、

運
動
靴
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▽
応
募
方
法
‥
応
募
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、生
涯
学
習
課
ま

で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。応
募
用
紙

は
生
涯
学
習
課
、町
内
各
公
民
館
、み

ら
い
交
流
館
に
て
配
布
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
小
学
校
を
と
お
し
て

児
童
に
配
布
す
る
予
定
で
す
。

▽
応
募
締
切
‥
９
月
27
日
㈮

■問
生
涯
学
習
課
☎
820
‐
５
６
２
１（生涯学習課）

　『笑点』でお馴染みの落語家の林家三平さ
んをお招きし、文化講演会を開催します。
　前半は「笑いと人生」をテーマにご講演いた
だき、後半は落語の口演をしていただきます。
　ぜひ、ご来場ください。
■時11月10日（日）開場13：00、開演13：30
■所熊野町民会館　ふでりんホール
■￥大人（中学生以上）500円、
　小学生以下　無料
　※全席自由、乳幼児同伴入場可
▷チケット販売場所‥生涯学習課、町内各公
民館、くまの・みらい交流館、熊野町文化団体
連絡協議会加盟団体（熊野吹奏楽団、子ぐま
絵本の会、アイリスの会、町内小中学校PTA）
※９月10日（火）からチケットの販売を開始
します。
■主熊野町教育委員会、熊野町文化団体連絡協
議会
■問生涯学習課☎820－５６２１

－ 15 －　－ Public Information: ＫＵＭＡＮＯ－　'19/９月号 － Public Information: ＫＵＭＡＮＯ－　'19/９月号　－ 14 －子どもの人権110番 ▢☎0120-007-110 広島法務局・広島県人権擁護委員連合会
いじめ、虐待、子育てなど子どもの人権については　祝日を除く月～金　8：30～17：15

子どもは地域で守る！！『子ども１１０番の家』にご協力ください。
■申青少年育成くまの町民会議　事務局　生涯学習課　☎820-5621



〒731-4293　広島県安芸郡熊野町中溝5-17-1
TEL：（082）855-3010 FAX：（082）855-3011
開館時間 10：00～17：00（入館は16：30まで）
URL：http://fude.or.jp
Shopping site：http://www.kumanofude.com/

お
知
ら
せ 

９ 

月

佐
藤
芙
蓉
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

寄
贈
記
念
展　

ゆ
る
ゆ
る

コ
ツ
コ
ツ
書
と
と
も
に

■時
10
月
３
日
㈭
〜

　

11
月
４
日（
月
・
振
休
）

　

仮
名
書
家
で
あ
る
佐
藤
芙
蓉

（
昭
和
16
〜
）は
、蒐
集
家
で
も
あ

る
植
村
和
堂
に
師
事
し
て
書
を

学
び
ま
し
た
。「
本
物
を
間
近
に

見
て
学
ぶ
」姿
勢
を
継
承
し
、向

学
の
た
め
に
自
ら
も
、奈
良
や
平

安
時
代
の
写
経
や
古
筆
を
中
心

に
書
画
を
集
め
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
は
、平
成
30
年
に
町

制
施
行
100
周
年
を
迎
え
た
こ
と

を
機
に
、熊
野
町
へ
寄
贈
さ
れ

ま
し
た
。こ
の
こ
と
を
記
念
し
、

本
展
で
は
こ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

を
紹
介
し
ま
す
。ま
た
、開
館
翌

年
か
ら
春
と
秋
の
年
２
回
、当

館
で
和
堂
、芙
蓉
が
指
導
を
続

け
て
き
た
写
経
教
室
の
受
講
生

展
を
同
時
開
催
し
ま
す
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

「
装
飾
経
に
挑
戦
」

　

お
経
を
写
し
て
書
く
こ
と
を

写
経
と
い
い
、装
飾
経
は
、写
経

を
す
る
紙
を
染
め
た
り
、下
絵
を

描
い
た
り
、金
銀
泥
で
お
経
を
書

い
た
り
し
て
美
し
く
装
飾
し
ま

す
。こ
の
講
座
で
は
、下
絵
を
描

く
写
経
に
挑
戦
し
ま
す
。

■時
10
月
５
日
㈯
午
前
10
時
〜
午

後
４
時

■￥
５
千
円（
材
料
費
込
、要
入
館
料
）

■定
30
人
（
要
申
込
）

▽
講
師
‥
佐
藤
芙
蓉

講
演
会
「
書
の
楽
し
み　

蒐
集
の
醍
醐
味
」

　

佐
藤
芙
蓉
先
生
と
長
年
親
交

の
あ
る
、
九
州
国
立
博
物
館
長

で
日
本
書
道
史
の
研
究
者
で
も

あ
る
島
谷
弘
幸
先
生
が
、
書
の

楽
し
み
方
、
学
び
方
な
ど
を
分

か
り
や
す
く
お
話
し
ま
す
。

ア
ン
パ
ン
マ
ン
の
生
み
の
親

や
な
せ
た
か
し
展

〜
私
の
名
前
は
希
望
で
す
〜

■時
９
月
23
日（
月
・
祝
）ま
で

　

子
ど
も
た
ち
に
絶
大
な
人
気

の
ア
ン
パ
ン
マ
ン
を
生
み
出
し

た
漫
画
家
や
な
せ
た
か
し
（
１

９
１
９
〜
２
０
１
３
年
）
の
生

誕
100
年
と
筆
の
里
工
房
開
館
25

周
年
を
記
念
し
た
展
覧
会
。「
ア

ン
パ
ン
マ
ン
」
の
原
画
や
、
絵

本
「
や
さ
し
い
ラ
イ
オ
ン
」
の

原
画
を
は
じ
め
、
も
う
ひ
と
つ

の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
で
あ
っ
た
雑

誌
「
詩
と
メ
ル
ヘ
ン
」
表
紙
絵

の
原
画
な
ど
130
点
を
展
示
し
て

い
ま
す
。

こ
ど
も
音
楽
会

〜
み
ら
い
へ
む
か
っ
て

　

子
ど
も
た
ち
が
童
謡
な
ど
を

歌
っ
た
り
し
ま
す
。

★
出
演

・
く
ま
の
・
み
ら
い
合
唱
団

・
お
ん
が
く
き
ょ
う
し
つ
ク
ロ
シ
ュ

・
Ｌ
Ｏ
Ｏ
Ｐ
ダ
ン
ス
ス
ク
ー
ル

■時
９
月
14
日
㈯
午
後
１
時
〜

■￥
無
料
（
要
入
館
料
）

上
映
会
（
最
終
）

　
「
ア
ン
パ
ン
マ
ン
と

 
ど
ろ
ん
こ
魔
王
」

　

ア
ン
パ
ン
マ
ン
の
誕
生
シ
ー

ン
や
、
作
者
「
や
な
せ
う
さ

ぎ
」
が
登
場
す
る
伝
説
の
回
を

200
イ
ン
チ
の
大
ス
ク
リ
ー
ン
で

上
映
し
ま
す
。

■時
９
月
23
日
（
月
・
祝
）
午
前

11
時
、
午
後
１
時
、
午
後
３
時

の
３
回
上
映
し
ま
す
。（
30
分

間
）

■定
各
回
先
着
100
人
（
30
分
前
に

開
場
）

■￥
無
料
（
要
入
館
料
）

絵
本
の
お
話
し
会

■時
毎
週
土
曜
日
午
前
11
時
〜

▽
講
師
‥
塩
見
令
子
（
筆
の
里

工
房
司
書
）

　

講
演
後
は
、
展
示
作
品
の
前

で
、
佐
藤
芙
蓉
先
生
と
の
思
い

出
も
交
え
な
が
ら
、
ギ
ャ
ラ

リ
ー
ト
ー
ク
を
し
ま
す
。

■時
10
月
６
日
㈰
午
後
２
時
〜
３

時■￥
無
料
（
要
入
館
料
）

■定
120
人
（
要
申
込
）

▽
講
師
‥
島
谷
弘
幸
（
九
州
国

立
博
物
館
館
長
）

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

■時
会
期
中
の
日
・
祝
日
午
後
１

時
半
〜

■￥
無
料
（
要
入
館
料
）

講
師　

学
芸
員

榊
莫
山
の
愛
用
筆
と
作
品
を

ご
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た

　

こ
の
度
、
ご
遺
族
か
ら
愛
用

筆
148
点
、
作
品
７
点
を
寄
贈
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

バ
ク
ザ
ン
先
生
の
親
し
み
深

く
美
し
い
作
品
と
、
そ
れ
を
生

み
出
し
た
愛
用
筆
を
、
折
に
触

れ
て
皆
さ
ま
に
ご
紹
介
し
て
い

き
ま
す
。

入
館
料　

大　
　

人　

600
円

　
　
　
　

小
中
高
生　

250
円

　
　
　
　

幼　
　

児　

無
料

Ｐ
Ａ
Ｌ
会
員
は
無
料
で
す

「
つ
い
に
ぼ
く
は
夜
明
け
の
光
の
矢
を
に
ぎ
っ
た
ぞ
」

ⓒ
や
な
せ
た
か
し

公
益
財
団
法
人
や
な
せ
た
か
し
記
念
ア
ン
パ
ン

マ
ン
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
振
興
財
団
蔵

伝　藤原行成筆　貫之集切
平安時代

名　称 月　日 時　間 相談員 内容など 相談場所／問合せ先

人権
ホットライン 17日（火） 10：00～12：00

13：00～15：00 人権擁護委員
人権侵害、身の回りの悩み
事など電話で相談に応じ
ます。

■所電話相談のみ
■問民生課
☎820－５６３５

生活困窮者
相談窓口

月～金
（祝日を除く）  8：30～17：15 福祉事務所

職員

自立をサポートする相談
に応じます。
■対経済的に困窮し、最低限
度の生活の維持が困難な人
（生活保護受給者は除く。）

■所熊野町役場
■問■申民生課
（福祉事務所）
☎820－５６１４

一日無料相談会 10月10日（木） 10：00～12：00
13：00～15：00

弁護士
司法書士
などの専門職

広島で活躍する弁護士など専門
職の集まり「川の会」が、様々な相
談に応じます。（１人30分以内）
申込期限：10/3（木）
※全ての相談枠が埋まり
次第、受付終了

■対利用が初めての人の
み
■所熊野町役場
■申■問総務課
☎820－５６０１

～各種相談についての秘密は厳守します気軽にご相談ください～

相　
　

談

お　

知　

ら　

せ

下
水
処
理
場
の
一
般
公
開

　

熊
野
町
の
汚
水
を
処
理
す
る

太
田
川
東
部
浄
化
セ
ン
タ
ー
で

は
、９
月
10
日
の『
下
水
道
の

日
』に
ち
な
ん
で
、家
庭
か
ら
の

汚
水
が
ど
の
よ
う
に
処
理
を
さ

れ
て
き
れ
い
に
な
る
か
な
ど
、

下
水
道
の
仕
組
み
を
説
明
し
、

環
境
保
全
へ
の
理
解
を
深
め
て

い
た
だ
く
た
め
に
、施
設
を
次

の
と
お
り
公
開
し
て
い
ま
す
。

■時
９
月
14
日
㈯　

午
前
10
時
〜

午
後
４
時（
受
付
午
後
３
時
ま
で
）

■所
太
田
川
東
部
浄
化
セ
ン
タ
ー

（
広
島
市
南
区
向
洋
沖
町
１
‐
１
）

※
場
内
に
駐
車
場
あ
り

■内
施
設
案
内
、
観
察
・
実
験
、

体
験
イ
ベ
ン
ト
な
ど

▽
来
場
者
へ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

花
の
球
根
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。（
数
に
限
り
あ
り
）

■問
（
公
財
）
広
島
県
下
水
道
公

社
総
務
課
☎
286
‐
８
２
０
０

 

（
上
下
水
道
課
）

９
月
20
日
〜
26
日
は

動
物
愛
護
週
間
で
す

　

動
物
愛
護
週
間
は
、
動
物
愛

不
動
産
の
無
料
相
談
会

　

公
益
社
団
法
人
広
島
県
不
動

産
鑑
定
士
協
会
で
は
不
動
産
鑑

定
士
お
よ
び
税
理
士
が
不
動
産

の
鑑
定
価
格
、
賃
料
、
交
換
、

税
金
、
そ
の
他
不
動
産
に
関
す

る
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

■時
10
月
４
日
㈮
午
前
10
時
〜
午

後
４
時
（
受
付
け
は
午
後
３
時

半
ま
で
）

■所
・
広
島
会
場
‥
公
益
社
団
法

人
広
島
県
不
動
産
鑑
定
士
協
会

北
会
議
室
（
広
島
市
中
区
八
丁

堀
６
‐
10
ア
セ
ン
ド
八
丁
堀
５

階
）

・
呉
会
場
‥
呉
市
役
所
３
階
301

協
議
室
（
呉
市
中
央
４
丁
目
１

番
６
号
）

■￥
無
料

■申
当
日
各
会
場
で
受
付
け

■問
公
益
社
団
法
人 

広
島
県
不

動
産
鑑
定
士
協
会
☎
228
‐
５
１

０
０

 

（
税
務
課
）

護
と
適
正
な
飼
養
に
つ
い
て
の

関
心
と
理
解
を
深
め
る
た
め

に
、
動
物
の
愛
護
及
び
管
理
に

関
す
る
法
律
に
よ
り
設
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

動
物
は
、私
た
ち
の
生
活
を

様
々
な
形
で
豊
か
に
し
て
く
れ

る
、か
け
が
え
の
な
い
存
在
で
す
。

こ
の
よ
う
な
存
在
で
あ
る
動
物

の
愛
護
お
よ
び
適
正
飼
養
に
つ
い

て
、改
め
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

○
犬
の
放
し
飼
い
は
絶
対
に
や

め
ま
し
ょ
う

　

人
を
追
い
か
け
る
、人
に
咬
み

つ
く
な
ど
の
事
故
が
起
こ
る
原

因
に
な
り
ま
す
。散
歩
の
時
も

必
ず
引
き
綱
を
つ
け
、犬
を
制

御
で
き
る
状
態
に
し
ま
し
ょ
う
。

敷
地
内
で
も
、事
故
が
起
こ
ら
な

い
よ
う
、鎖
の
長
さ
や
柵
の
状
態

な
ど
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

○
犬
の
鳴
き
声
で
近
所
の
迷
惑

に
な
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

　

ス
ト
レ
ス
が
む
だ
吠
え
の
原

因
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

適
度
な
運
動
（
散
歩
な
ど
）

を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

○
犬
の
散
歩
の
際
は
、
必
ず
ふ

ん
を
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う

　

家
の
前
や
地
域
に
ふ
ん
を
放

置
さ
れ
た
ら
ど
ん
な
気
持
ち
に

な
る
か
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

○
野
良
犬
や
野
良
猫
に
無
責
任

に
え
さ
を
与
え
な
い
で
く
だ
さ
い

　

野
良
犬
・
野
良
猫
が
住
み
着

く
原
因
と
な
り
、
地
域
の
人
に

迷
惑
を
か
け
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
え
さ
を
与
え
る
な
ら
、
飼

い
主
と
し
て
の
責
任
を
果
た
し

ま
し
ょ
う
。

○
猫
は
室
内
飼
い
を
お
勧
め
し

ま
す

　

交
通
事
故
や
、
ふ
ん
・
尿
な

ど
に
よ
る
近
所
と
の
ト
ラ
ブ
ル

を
避
け
る
た
め
に
も
室
内
飼
い

を
お
勧
め
し
ま
す
。

 

（
生
活
環
境
課
）

歯並び矯正は専門医のいる当院へ！歯並び矯正は専門医のいる当院へ！
歯並び相談は当院へ
無料相談受付中
糖尿病予防はお口から！
歯のクリーニングをどうぞ！
山野歯科医院　☎ ８５４‐１１３９
山野矯正歯科　☎ ８８８‐８７４１（矢野駅前）

広告

－ 17 －　－ Public Information: ＫＵＭＡＮＯ－　'19/９月号 － Public Information: ＫＵＭＡＮＯ－　'19/９月号　－ 16 －熊野町の火災と救急
－令和元年７月中－

火災件数  0件
救急件数 92件

　死傷者  0人
搬送人員 81人

※緊急車両の通行に支障となる不法駐車はやめましょう。



お知らせ ９月お知らせ ９月

筆
の
駅
ミ
ニ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

●
創
玄　

仿
古
堂
所
蔵
作
品
展

■問
９
月
19
日
㈭
〜
10
月
８
日
㈫

　

近
代
詩
文
書
を
提
唱
し
、
創

玄
書
道
会
を
創
設
し
た
文
化
勲

章
受
章
者
の
金
子
鷗
亭
、
な
ら

び
に
現
在
書
道
界
で
活
躍
中
の

石
飛
博
光
、
室
井
玄
聳
ら
の
書

作
品
を
展
示
し
ま
す
。
ま
た
、

仿
古
堂
を
訪
問
さ
れ
た
創
玄
の

方
々
の
画
帳
墨
跡
も
併
せ
て
展

示
し
ま
す
。

　

な
お
、Ｒ
Ｃ
Ｃ
文
化
セ
ン
タ
ー

「
和
本
装
丁
実
習
」受
講
生
に
よ

る
展
示「
作
っ
て
使
っ
て
楽
し
む

和
本 

〜
四
ツ
目
綴
じ・
折
本・

綴
葉
装
な
ど
〜
」（
監
修 

腮
尾
）

尚
子
）は
、引
き
続
き
９
月
10
日

㈫
ま
で
開
催
中
で
す
。

広
島
熊
野
道
路
の
通
行
規
制

に
つ
い
て

　

熊
野
ト
ン
ネ
ル
内
の
維
持
修

繕
工
事
の
た
め
、
夜
間
の
み
全

面
通
行
止
め
と
な
り
ま
す
。
通

行
止
め
の
時
間
帯
は
迂
回
を
お

願
い
し
ま
す
。

▽
期
間
‥
９
月
２
日
㈪
〜
６
日

㈮
、
９
月
９
日
㈪
〜
12
日
㈭

※
作
業
終
了
次
第
、
規
制
解
除

予
定
。

▽
規
制
時
間
‥
午
後
11
時
〜
午

前
５
時
半
ま
で

■問
広
島
県
道
路
公
社
☎
504
‐
７

５
３
３

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

■時
９
月
21
日
㈯
〜
30
日
㈪

　

秋
は
日
没
が
早
ま
り
、夕
方

や
夜
間
の
事
故
が
増
加
し
ま
す
。

　

早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯
、
反
射

材
の
着
用
や
明
る
い
服
装
を
心

が
け
ま
し
ょ
う
。

　
一
人
ひ
と
り
が
交
通
ル
ー
ル
を
守

り
、正
し
い
交
通
マ
ナ
ー
を
実
践
し

て
交
通
事
故
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

令
和
元
年
広
島
県

交
通
安
全
年
間
ス
ロ
ー
ガ
ン

「
危
険
だ
よ

　
　

ス
マ
ホ
に
夢
中
の

 

そ
こ
の
君
」

 

（
生
活
環
境
課
）

「
野
焼
き
」は
や
め
ま
し
ょ
う

　
「
野
焼
き
」が
原
因
に
よ
る

「
煙
た
い
」、「
洗
濯
物
に
臭
い
が

つ
く
」な
ど
の
相
談
が
多
く
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。家
庭
や
事
業
所

な
ど
か
ら
出
た
紙
く
ず
な
ど
の

ご
み
を
野
焼
き
す
る
こ
と
は
法

律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
農
業
な
ど
で
発
生
し

た
刈
草
や
稲
わ
ら
の
焼
却
は
法

律
上
の
例
外
と
し
て
認
め
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
や
む
を
得
な
い

も
の
に
限
ら
れ
、
そ
の
場
合
で

も
「
２
・
３
日
乾
燥
さ
せ
る
」、

「
燃
や
す
量
」、「
風
向
き
」、「
時

間
帯
」
な
ど
近
隣
の
迷
惑
と
な

ら
な
い
よ
う
配
慮
す
る
と
と
も

に
、
火
災
の
誤
報
と
な
ら
な
い

よ
う
に
、
事
前
に
広
島
市
安
芸

消
防
署
熊
野
出
張
所
（
☎
854
‐

１
１
０
３
）
へ
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
刈
草
な
ど
を
ご

み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
す
場
合

は
１
回
あ
た
り
45
ℓ
以
下
の
中

身
が
確
認
で
き
る
ビ
ニ
ー
ル
袋

に
２
袋
ま
で
で
、
そ
れ
以
上
は

直
接
環
境
セ
ン
タ
ー
か
安
芸
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
持
ち
込
む

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

 

（
生
活
環
境
課
）

熊
野
町
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品

券
購
入
引
換
券
交
付
申
請
書

を
発
送
し
ま
し
た

　

平
成
31
年
度
住
民
税
が
非
課

税
の
人
に
、
申
請
書
を
発
送
し

ま
し
た
。
購
入
引
換
券
の
交
付

を
希
望
す
る
人
は
、
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

▽
申
請
方
法
‥
申
請
書
類
を
民

生
課
窓
口
へ
持
参
ま
た
は
、郵

送
に
て
提
出（
土
・
日
・
祝
除
く
）

※
詳
し
く
は
、
町
ホ
ー
ム
ぺ
ー

ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■問
民
生
課
☎
820
‐
５
６
３
５

 

（
７
月
届
け
出
分
・
敬
称
略
）

　

氏　
　
　

名 

地　

区

谷た
に
も
と元　

奏か

な

た太 

中　

溝

山や
ま
な
か中　

月つ

か

さ桜 

萩　

原

石い
し
た
に谷　

　
　

湊か
な
で　

 

〃　

⻆か
ど
に
し西　

泰た

か

ら宝 

〃　

山や
ま
わ
き脇　

三み

と

き季 

城
之
堀

吉よ
し
は
ら原　

虎こ
た
ろ
う

汰
朗 

〃　

石い
し
は
ら原　

創そ

う

ま真 

川　

角

‖
お
よ
ろ
こ
び
‖

‖
お 

く 

や 

み
‖

 

（
６
月
届
け
出
分
・
敬
称
略
）

　

氏　
　

名　

   

年
齢 

地
区

原は

ら

だ田　

照て

る

こ子 

93 

呉　

地

 

（
７
月
届
け
出
分
・
敬
称
略
）

　

氏　
　

名　

   

年
齢 

地
区

佐さ

と

う藤　

完か

ん

じ治 

75 

呉　

地

片か
た
は
ら原　

ミ
ヤ
コ 

91 

出
来
庭

礒い

そ

だ田　

英え

い

じ二 

82 

中　

溝

今い

ま

い井　

惠え

み

こ
美
子 

94 　

〃

木き

む

ら村　

克か

つ

み己 

79 

萩　

原

宮み
や
ざ
き﨑　

愼し
ん
い
ち一 

80 

城
之
堀

萩は
ぎ
わ
ら原　

哲て

つ

お夫 

68 

東　

山

こ
の
コ
ー
ナ
ー
に
掲
載
を
希
望

し
な
い
人
は
、
住
民
課
へ
届
け

出
る
際
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

 

（
住
民
課
）

熊野町公式facebook
町広報の発行やイベント、災害・道路情報などのお知らせを発信しています。

パソコン、スマートフォンなどをお持ちの人は、ぜひ、フォローをお願いします。右のバーコードを
読み取り機能付き携帯電話で読み取るか、facebook内で「広島県熊野町」で検索してください。

納税（町税等）
今月の納期限　９月30日（月）

国民健康保険税（普徴） 第３期分
後期高齢者医療保険料（普徴） 第３期分
介護保険料（普徴） 第３期分

※納付忘れのない便利な口座振替をご利用ください。

役場の電話番号
総合案内（休日や夜間） ☎820-5600

854-8009

総務部
総務課 ☎820-5601
危機管理課 ☎820-5631
財務課 ☎820-5632
地域振興課 ☎820-5602
税務課 ☎820-5603
民生部
民生課 ☎820-5635
高齢者支援課 ☎820-5605
福祉事務所 ☎820-5614
住民課 ☎820-5604
生活環境課 ☎820-5606
子育て・健康推進課 ☎820-5637
防災無線放送再生ダイヤル
☎820-5640
※放送後24時間以内の内容

建設部
建設課 ☎820-5607
都市整備課 ☎820-5608
開発指導課 ☎820-5638

上下水道課 ☎820-5610

教育委員会　　　　　 （教育部）
学校教育課 ☎820-5620
生涯学習課 ☎820-5621
教育委員会 855-1110

議会事務局 ☎820-5630

会計課 ☎820-5612

ホームページアドレス
http://www.town.kumano.
hiroshima.jp
（携帯電話用アドレスも同じ）
右のバーコードを読み取り機能付き
携帯電話で読み取ってください。

★各課室局へのお問い合せは、各メールでも受け付けています。
メールアドレスについては、熊野町ホームページでご確認ください。

熊
野
町
観
光
案
内
所
「
筆
の
駅
」

熊
野
町
出
来
庭
10
‐
６
‐
24

■問
855
‐
１
１
２
３
（
い
い
ふ
み
）

開
館
時
間
　
10
時
〜
16
時

（
各
展
示
の
最
終
日
は
15
時
閉
場
）

■休
毎
週
水
曜
日
·
第
3
日
曜
日

■￥
無
料

※
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
ご
利
用
に
つ
い

て
は
、
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

鷗
亭
書

引換券発送日等
【子育て世帯】
※申請不要

対象者
（子の世帯主）

引換券
発送日

H28/4/2～
R1/7/31
生まれの子

9/17（火）

R1/8/1～9/30
生まれの子 11/15（金）

【非課税世帯】
※受付期間中に申請、引換券を発送

受付期間 引換券発送日
8/20（火）～

9/6（金） 9/17（火）

9/9（月）～
9/17（火） 9/26（木）

9/18（水）～
R2/1/31（金）

随時当月受付け
翌月中旬頃発送

消費税の引き上げのため、10月１日から料金が変わります！
事業ごみの処理手数料 広島熊野道路の通行料金

①熊野町環境センターに搬入する事業ごみ

※処理手数料基礎額は、いずれも、消費税および地方消
費税を含んだ額です。
※処理手数料は、熊野町環境センター・安芸クリーンセ
ンターで計量した事業ごみ重量に、上記の処理手数料基
礎額を乗じた金額となります。（なお、熊野町環境セン
ターは、処理手数料の額に１円未満の端数が生じた場
合、切り捨てとなります。）
■問①…生活環境課☎820－５６０６
②…安芸地区衛生施設管理組合施設課☎885－２５３８

１回の現金通行料金と回数通行券の販売価格を改定します。
10月以降の新料金

※現行の回数通行券については、引き続き使用できま
す。追加料金は不要です。
■問広島県道路公社維持管理課管理係☎504－７５３３
 （開発指導課）

区分 計量単位 処理手数料基礎額
旧料金 新料金

事業系
一般廃棄物 ５㎏ごと 50円 50.5円

②安芸クリーンセンターに搬入する事業ごみ

区分 計量単位 処理手数料基礎額
旧料金 新料金

事業系可燃性
一般廃棄物 10㎏ごと 100円 101円

※括弧内は、現行料金からの増額

車　種 軽車
両等

軽自動
車等 普通車 大型車

（Ⅰ）
路線
バス

大型車
（Ⅱ）

１回の
現金
通行料金

20
（±0）

150
（±0）

200
（±0）

310
（＋10）

730
（＋10）

回
数
通
行
券

11回 1,590
（＋30）

2,120
（＋40）

3,190
（＋60）

7,470
（＋140）

60回 8,000
（＋150）

10,670
（＋190）

16,010
（＋290）

37,360
（＋680）

100回 12,800
（＋230）

17,080
（＋310）

25,620
（＋470）

22,420
（＋410）

59,800
（＋1,090）

広告

－ 19 －　－ Public Information: ＫＵＭＡＮＯ－　'19/９月号 － Public Information: ＫＵＭＡＮＯ－　'19/９月号　－ 18 －



〠
731-4292

広島県安芸郡熊野町中溝一丁目1番1号
　
　（
082）820‒5602（

直
通
）

☎

―
Public Inform
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Ｕ
Ｍ
Ａ
Ｎ
Ｏ
―

発
行
／
熊
野
町
　
編
集
／
総
務
部
地
域
振
興
課（
９
月
１
日
発
行
）

広
報
く
ま
の
は
１
部
22円

で
印
刷
し
て
い
ま
す。

　
http://www.town.kumano.hiroshima.jp

Email:kanko@town.kumano.hiroshima.jp
HP

’19
/ ９
月
号
 N
o.543

｢広報くまの｣は再生紙と、認定を受けた環境に
やさしい環境対応型インキを使用して印刷されています。

防
災
無
線
放
送
再
生
ダ
イ
ヤ
ル

（
放
送
終
了
後
2
4
時
間
で
自
動
消
去
）

08
2－
82
0－
56
40

防
災
無
線
放
送
再
生
ダ
イ
ヤ
ル

（
放
送
終
了
後
2
4
時
間
で
自
動
消
去
）

切
り
取
っ
て
、
電
話
機
な
ど
に
貼
っ
て
お
使
い
下
さ
い
。

08
2－
82
0－
56
40

熊
野
町
観
光
大
使
ふ
で
り
ん
　
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト

LI
N
E

fa
ce
bo
ok

今
月
の
題
字

熊
野
第
三
小
学
校　

６
年

 

井
𠩤　

紗
菜
さ
ん

町の人口と世帯数
令和元年７月31日現在
（前年同月比較）

　人口：24,008人 （－245）
　　男：11,609人 （－132）
　　女：12,399人 （－113）
世帯数：10,600世帯 （＋  4）

 （住民基本台帳）

◀　
熊
野
第
三
小
学
校　

２
年　

オ
シ
ロ 
シ
ェ
イ
ン 

ア
ン
ジ
ェ
ラ　

さ
ん

【
評
】
小
首
を
傾
げ
た
あ
じ
さ

い
の
や
さ
し
さ
を
、
と
ろ
と

ろ
絵
の
具
で
表
現
し
ま
し
た
。

背
景
に
は
、
と
ろ
と
ろ
絵
の

具
を
散
ら
し
た
り
、
指
で
点

を
描
い
た
り
と
、
工
夫
を
凝

ら
し
た
作
品
で
す

◀　

熊
野
第
三
小
学
校　

４
年　

河
野　

朋
香　

さ
ん

【
評
】
二
つ
の
左
は
ら
い
の
方

向
に
気
を
付
け
て
、
ま
た
、

横
画
の
間
隔
を
そ
ろ
え
て
書

く
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

広告

　

直
径
４
〜
７
㎝
と
大
き
く
、

ゴ
ム
の
よ
う
な
弾
力
が
あ
る
の

で
、
オ
オ
ゴ
ム
タ
ケ
の
和
名
が

付
い
て
い
ま
す
。

　

温
帯
〜
熱
帯
に
分
布
し
、
初

夏
〜
秋
、
湿
っ
た
谷
間
な
ど
の

落
枝
や
倒
木
に
発
生
し
ま
す
。

　

幼
菌
は
球
形
で
、
頂
部
に
凹

み
が
あ
り
ま
す
。
成
長
に
つ
れ

凹
み
は
広
が
っ
て
、
成
菌
で
は

上
面
が
平
ら
に
な
っ
て
い
ま
す
。

半
球
形
〜
倒
円
錐
形
で
、
柄
は

あ
り
ま
せ
ん
。
褐
色
〜
濃
褐
色

で
、
外
面
は
綿
毛
状
の
菌
糸
に

覆
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

食
べ
ら
れ
ま
す
。
肉
は
白
っ

ぽ
く
ゼ
ラ
チ
ン
質
で
、
無
味
無

臭
。
外
皮
を
取
り
除
き
、
肉
を

ス
ラ
イ
ス
し
て
茹
で
、
黒
蜜

や
シ
ロ
ッ
プ
、
黄
な

粉
な
ど
を
か
け
て
デ

ザ
ー
ト
に
す
る
の
が

良
い
そ
う
で
す
。

　

子し

囊の
う

菌き
ん

類る
い

と
い
う

大
き
な
グ
ル
ー
プ
の

仲
間
で
す
。
子
囊
と

い
う
袋
状
の
細
胞
の

中
に
、
普
通
８
個
の

有
性
の
子
囊
胞
子
を

つ
く
る
の
が
共
通
の
特
徴
で
す
。

　

子
囊
が
並
列
し
て
形
成
さ
れ

る
部
分
を
子し

実じ
つ

層そ
う

と
い
い
ま
す
。

オ
オ
ゴ
ム
タ
ケ
の
子
実
層
は
上

面
の
平
ら
な
部
分
で
、
広
く
外

に
露
出
し
て
い
ま
す
。
成
熟
す

る
と
、
多
数
の
子
囊
か
ら
一
斉

に
胞
子
を
吹
き
出
し
ま
す
。
大

型
子
囊
菌
で
は
、
煙
が
立
ち
上

る
よ
う
に
見
え
る
そ
う
で
す
。

　

菌
類
は
胞
子
で
繁
殖
し
ま
す
。

胞
子
を
つ
く
る
器
官
が
子し

実じ
つ

体た
い

で
、
子
実
体
が
大
型
の
も
の
を

俗
に
キ
ノ
コ
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

子
囊
菌
類
は
子
実
体
が
微
小
な

種
が
多
く
、
キ
ノ
コ
の
大
部
分

は
担た
ん

子し

菌き
ん

類る
い

に
属
し
て
い
ま
す
。

 
【
写
真
・
文
】

　

緑
花
文
化
士　

冨
沢
由
美
子

熊野の自然（360）
オオゴムタケ

 （クロチャワンタケ科）
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